
JP 6633178 B2 2020.1.22

10

20

(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ワイヤレス通信システムにおけるマルチメディアブロードキャストおよびマルチキャス
トサービス（ＭＢＭＳ）動作のための方法であって、
　ネットワークデバイスで、アプリケーションサーバからサービスのアクティブ化のため
の要求を受信することと、ここにおいて、アクティブ化のための前記要求が、前記ネット
ワークデバイスによって提供される少なくとも１つまたは複数のＭＢＭＳサービス配信機
能に対応する、
　前記ネットワークデバイスで、前記アプリケーションサーバが前記少なくとも１つまた
は複数のＭＢＭＳサービス配信機能について認可されると決定することと、ここにおいて
、前記少なくとも１つまたは複数のＭＢＭＳサービス配信機能が、前記ネットワークデバ
イスによってサポートされる前記ＭＢＭＳサービス配信機能のサブセットであり、前記ア
プリケーションサーバが前記アプリケーションサーバによって要求された前記少なくとも
１つまたは複数のＭＢＭＳサービス配信機能について認可されると決定することは、
　　前記サービスのアクティブ化のための前記要求中のサービス識別情報（ＩＤ）を識別
することと、ここにおいて、前記サービスＩＤが、前記サービスの前記アクティブ化中に
含まれるべき、前記ネットワークデバイスによってサポートされる前記ＭＢＭＳサービス
配信機能のうちの第１のＭＢＭＳサービス配信機能を指定する、
　　前記サービスＩＤが、ネットワーク事業者と前記アプリケーションサーバの事業者と
の間の合意に基づいて前記アプリケーションサーバについて認可された１つまたは複数の
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ＭＢＭＳサービス配信機能に対応するかどうかを決定することと
　を備える、
　前記アプリケーションサーバが認可されるという決定に応答して、一時モバイルグルー
プ識別情報（ＴＭＧＩ）を前記アプリケーションサーバに割り振ることと
を備える、方法。
【請求項２】
　前記サービスＩＤが、前記要求から除外されるべき、前記ネットワークデバイスによっ
てサポートされる前記ＭＢＭＳサービス配信機能のうちの第２のＭＢＭＳサービス配信機
能を指定する、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記ネットワークデバイスによって、マルチメディアコンテンツに関連するサービス告
知メッセージをユーザ機器（ＵＥ）に送信することをさらに備え、ここにおいて、前記サ
ービス告知メッセージが、前記サービスのための必要とされるＭＢＭＳサービス配信機能
を識別するユーザサービス記述を含む、
請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　前記ネットワークデバイスで、前記アプリケーションサーバからユーザ機器（ＵＥ）に
送信されるマルチメディアコンテンツのために前記少なくとも１つまたは複数のＭＢＭＳ
サービス配信機能を構成することによって、前記アプリケーションサーバと前記ＵＥとの
間の通信を確立すること
をさらに備える、請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　前記ネットワークデバイスによって前記アプリケーションサーバと前記ＵＥとの間の通
信を確立することが、
　前記アプリケーションサーバと前記ＵＥとの間のＭＢＭＳベアラをアクティブ化するこ
と
を備える、請求項４に記載の方法。
【請求項６】
　前記少なくとも１つまたは複数のＭＢＭＳサービス配信機能が、
　コンテンツアクセス制御機能、
　ブートストラッピング機能、
　ファイル修復機能、
　報告機能、または
　それらの組合せ
を含む、請求項１に記載の方法。
【請求項７】
　前記ネットワークデバイスがブロードキャスト／マルチキャストサービスセンター（Ｂ
Ｍ－ＳＣ）である、請求項１に記載の方法。
【請求項８】
　前記アプリケーションサーバがサードパーティ通信システムアプリケーションサーバで
ある、請求項１に記載の方法。
【請求項９】
　前記サードパーティ通信システムアプリケーションサーバがグループ通信サービスアプ
リケーションサーバ（ＧＣＳ　ＡＳ）である、請求項８に記載の方法。
【請求項１０】
　前記アプリケーションサーバと前記ネットワークデバイスとが、メディアベアラ（ＭＢ
２）インターフェースを介して通信する、請求項１に記載の方法。
【請求項１１】
　ワイヤレス通信システムにおけるマルチメディアブロードキャストおよびマルチキャス
トサービス（ＭＢＭＳ）動作のための装置であって、
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　命令を記憶するように構成されるメモリと、
　前記メモリと通信可能に結合されたプロセッサとを備え、前記プロセッサは、
　　ネットワークデバイスで、アプリケーションサーバからサービスのアクティブ化のた
めの要求を受信することと、ここにおいて、アクティブ化のための前記要求が、前記ネッ
トワークデバイスによって提供される少なくとも１つまたは複数のＭＢＭＳサービス配信
機能に対応する、
　　前記ネットワークデバイスで、前記アプリケーションサーバが前記少なくとも１つま
たは複数のＭＢＭＳサービス配信機能について認可されると決定することと、ここにおい
て、前記少なくとも１つまたは複数のＭＢＭＳサービス配信機能が、前記ネットワークデ
バイスによってサポートされる前記ＭＢＭＳサービス配信機能のサブセットであり、前記
アプリケーションサーバが前記アプリケーションサーバによって要求された前記少なくと
も１つまたは複数のＭＢＭＳサービス配信機能について認可されると決定するための前記
命令を実行するように構成される前記プロセッサは、
　　　前記サービスのアクティブ化のための前記要求中のサービス識別情報（ＩＤ）を識
別することと、ここにおいて、前記サービスＩＤが、前記サービスの前記アクティブ化中
に含まれるべき、前記ネットワークデバイスによってサポートされる前記ＭＢＭＳサービ
ス配信機能のうちの第１のＭＢＭＳサービス配信機能を指定する、
　　　前記サービスＩＤが、ネットワーク事業者と前記アプリケーションサーバの事業者
との間の合意に基づいて前記アプリケーションサーバについて認可された１つまたは複数
のＭＢＭＳサービス配信機能に対応するかどうかを決定することと
　　をするための前記命令を実行するようにさらに構成される、
　　前記アプリケーションサーバが認可されるという決定に応答して、一時モバイルグル
ープ識別情報（ＴＭＧＩ）を前記アプリケーションサーバに割り振ることと
　をするための前記命令を実行するように構成される、
装置。
【請求項１２】
　前記サービスＩＤが、前記要求から除外されるべき、前記ネットワークデバイスによっ
てサポートされる前記ＭＢＭＳサービス配信機能のうちの第２のＭＢＭＳサービス配信機
能を指定する、請求項１１に記載の装置。
【請求項１３】
　前記プロセッサが、
　前記ネットワークデバイスによって、マルチメディアコンテンツに関連するサービス告
知メッセージをユーザ機器（ＵＥ）に送信するための前記命令を実行するようにさらに構
成され、ここにおいて、前記サービス告知メッセージが、前記サービスのための必要とさ
れるＭＢＭＳサービス配信機能を識別するユーザサービス記述を含む、
請求項１１に記載の装置。
【請求項１４】
　前記プロセッサが、
　前記ネットワークデバイスで、前記アプリケーションサーバからユーザ機器（ＵＥ）に
送信されるマルチメディアコンテンツのために前記少なくとも１つまたは複数のＭＢＭＳ
サービス配信機能を構成することによって、前記アプリケーションサーバと前記ＵＥとの
間の通信を確立するための前記命令を実行するようにさらに構成される、請求項１１に記
載の装置。
【請求項１５】
　前記ネットワークデバイスによって前記アプリケーションサーバと前記ＵＥとの間の通
信を確立するための前記命令を実行するように構成される前記プロセッサが、
　前記アプリケーションサーバと前記ＵＥとの間のＭＢＭＳベアラをアクティブ化するた
めの前記命令を実行するようにさらに構成される、請求項１４に記載の装置。
【請求項１６】
　前記少なくとも１つまたは複数のＭＢＭＳサービス配信機能が、
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　コンテンツアクセス制御機能、
　ブートストラッピング機能、
　ファイル修復機能、
　報告機能、または
　それらの組合せ
を含む、請求項１１に記載の装置。
【請求項１７】
　前記ネットワークデバイスがブロードキャスト／マルチキャストサービスセンター（Ｂ
Ｍ－ＳＣ）である、請求項１１に記載の装置。
【請求項１８】
　前記アプリケーションサーバがサードパーティ通信システムアプリケーションサーバで
ある、請求項１１に記載の装置。
【請求項１９】
　前記サードパーティ通信システムアプリケーションサーバがグループ通信サービスアプ
リケーションサーバ（ＧＣＳ　ＡＳ）である、請求項１８に記載の装置。
【請求項２０】
　前記アプリケーションサーバと前記ネットワークデバイスとが、ＭＢ２インターフェー
スを介して通信する、請求項１１に記載の装置。
【請求項２１】
　ワイヤレス通信システムにおけるマルチメディアブロードキャストおよびマルチキャス
トサービス（ＭＢＭＳ）動作のための装置であって、
　ネットワークデバイスで、アプリケーションサーバからサービスのアクティブ化のため
の要求を受信するための手段と、ここにおいて、アクティブ化のための前記要求が、前記
ネットワークデバイスによって提供される少なくとも１つまたは複数のＭＢＭＳサービス
配信機能に対応する、
　前記ネットワークデバイスで、前記アプリケーションサーバが前記少なくとも１つまた
は複数のＭＢＭＳサービス配信機能について認可されると決定するための手段と、ここに
おいて、前記少なくとも１つまたは複数のＭＢＭＳサービス配信機能が、前記ネットワー
クデバイスによってサポートされる前記ＭＢＭＳサービス配信機能のサブセットであり、
前記アプリケーションサーバが前記アプリケーションサーバによって要求された前記少な
くとも１つまたは複数のＭＢＭＳサービス配信機能について認可されると決定するための
前記手段は、
　　前記サービスのアクティブ化のための前記要求中のサービス識別情報（ＩＤ）を識別
することと、ここにおいて、前記サービスＩＤが、前記サービスの前記アクティブ化中に
含まれるべき、前記ネットワークデバイスによってサポートされる前記ＭＥＭＳサービス
配信機能のうちの第１のＭＢＭＳサービス配信機能を指定する、
　　前記サービスＩＤが、ネットワーク事業者と前記アプリケーションサーバの事業者と
の間の合意に基づいて前記アプリケーションサーバについて認可された１つまたは複数の
ＭＢＭＳサービス配信機能に対応するかどうかを決定することと
　をするように構成される、
　前記アプリケーションサーバが認可されるという決定に応答して、一時モバイルグルー
プ識別情報（ＴＭＧＩ）を前記アプリケーションサーバに割り振るための手段と
を備える、装置。
【請求項２２】
　前記サービスＩＤが、前記要求から除外されるべき、前記ネットワークデバイスによっ
てサポートされる前記ＭＢＭＳサービス配信機能のうちの第２のＭＢＭＳサービス配信機
能を指定する、請求項２１に記載の装置。
【請求項２３】
　前記ネットワークデバイスによって、マルチメディアコンテンツに関連するサービス告
知メッセージをユーザ機器（ＵＥ）に送信するための手段をさらに備え、ここにおいて、
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前記サービス告知メッセージが、前記サービスのための必要とされるＭＢＭＳサービス配
信機能を識別するユーザサービス記述を含む、
請求項２１に記載の装置。
【請求項２４】
　前記ネットワークデバイスで、前記アプリケーションサーバからユーザ機器（ＵＥ）に
送信されるマルチメディアコンテンツのために前記少なくとも１つまたは複数のＭＢＭＳ
サービス配信機能を構成することによって、前記アプリケーションサーバと前記ＵＥとの
間の通信を確立するための手段
をさらに備える、請求項２１に記載の装置。
【請求項２５】
　前記ネットワークデバイスによって前記アプリケーションサーバと前記ＵＥとの間の通
信を確立するための前記手段が、
　前記アプリケーションサーバと前記ＵＥとの間のＭＢＭＳベアラをアクティブ化するた
めの手段
を備える、請求項２４に記載の装置。
【請求項２６】
　前記少なくとも１つまたは複数のＭＢＭＳサービス配信機能が、
　コンテンツアクセス制御機能、
　ブートストラッピング機能、
　ファイル修復機能、
　報告機能、または
　それらの組合せ
を含む、請求項２１に記載の装置。
【請求項２７】
　前記ネットワークデバイスがブロードキャスト／マルチキャストサービスセンター（Ｂ
Ｍ－ＳＣ）である、請求項２１に記載の装置。
【請求項２８】
　前記アプリケーションサーバがサードパーティ通信システムアプリケーションサーバで
ある、請求項２１に記載の装置。
【請求項２９】
　前記サードパーティ通信システムアプリケーションサーバがグループ通信サービスアプ
リケーションサーバ（ＧＣＳ　ＡＳ）である、請求項２８に記載の装置。
【請求項３０】
　前記アプリケーションサーバと前記ネットワークデバイスとが、ＭＢ２インターフェー
スを介して通信する、請求項２１に記載の装置。
【請求項３１】
　ワイヤレス通信システムにおけるマルチメディアブロードキャストおよびマルチキャス
トサービス（ＭＢＭＳ）動作のためのコードを記憶する非一時的コンピュータ可読媒体で
あって、前記コードは、
　ネットワークデバイスで、アプリケーションサーバからサービスのアクティブ化のため
の要求を受信することと、ここにおいて、アクティブ化のための前記要求が、前記ネット
ワークデバイスによって提供される少なくとも１つまたは複数のＭＢＭＳサービス配信機
能に対応する、
　前記ネットワークデバイスで、前記アプリケーションサーバが前記少なくとも１つまた
は複数のＭＢＭＳサービス配信機能について認可されると決定することと、ここにおいて
、前記少なくとも１つまたは複数のＭＢＭＳサービス配信機能が、前記ネットワークデバ
イスによってサポートされる前記ＭＢＭＳサービス配信機能のサブセットであり、前記ア
プリケーションサーバが前記アプリケーションサーバによって要求された前記少なくとも
１つまたは複数のＭＢＭＳサービス配信機能について認可されると決定するために実行可
能な命令は、
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　　前記サービスのアクティブ化のための前記要求中のサービス識別情報（ＩＤ）を識別
することと、ここにおいて、前記サービスＩＤが、前記サービスの前記アクティブ化中に
含まれるべき、前記ネットワークデバイスによってサポートされる前記ＭＢＭＳサービス
配信機能のうちの第１のＭＢＭＳサービス配信機能を指定する、
　　前記サービスＩＤが、ネットワーク事業者と前記アプリケーションサーバの事業者と
の間の合意に基づいて前記アプリケーションサーバについて認可された１つまたは複数の
ＭＢＭＳサービス配信機能に対応するかどうかを決定することと
　をするための命令を備える、
　前記アプリケーションサーバが認可されるという決定に応答して、一時モバイルグルー
プ識別情報（ＴＭＧＩ）を前記アプリケーションサーバに割り振ることと
をするために実行可能な前記命令を備える、非一時的コンピュータ可読媒体。
【発明の詳細な説明】
【米国特許法第１２０条に基づく優先権の主張】
【０００１】
　[0001]　本出願は、本出願の譲受人に譲渡されて、参照により本明細書に明確に組み込
まれる、２０１６年７月７日に出願された「TECHNIQUES FOR MODULAR MULTIMEDIA BROADC
AST AND MULTICAST SERVICE (MBMS) DELIVERY」と題する非仮出願第１５／２０４，８０
２号、および２０１５年７月１０日に出願された「TECHNIQUES FOR MODULAR MULTIMEDIA 
BROADCAST AND MULTICAST SERVICE (MBMS) DELIVERY」と題する仮出願第６２／１９０，
９６９号の優先権を主張する。
【技術分野】
【０００２】
　[0002]　本開示で説明される様々な態様は、一般にワイヤレス通信システムに関し、よ
り詳細には、マルチメディアブロードキャストおよびマルチキャストサービス（ＭＢＭＳ
：multimedia broadcast and multicast service）配信のための技法に関する。
【背景技術】
【０００３】
　[0003]　ワイヤレス通信システムは、音声、ビデオ、パケットデータ、メッセージング
、ブロードキャストのような、様々なタイプの通信コンテンツを提供するために広く展開
されている。これらシステムは、利用可能なシステムリソース（例えば、時間、周波数、
および電力）を共有することによって複数のユーザとの通信をサポート可能な多元接続シ
ステムであり得る。そのような多元接続システムの例としては、符号分割多元接続（ＣＤ
ＭＡ）システム、時分割多元接続（ＴＤＭＡ）システム、周波数分割多元接続（ＦＤＭＡ
）システム、および直交周波数分割多元接続（ＯＦＤＭＡ）システム、（例えば、ＬＴＥ
（登録商標）システム）がある。例として、ワイヤレス多元接続通信システムは、場合に
よってユーザ機器（ＵＥ）、モバイルデバイスまたは局（ＳＴＡ）として知られ得る複数
の通信デバイスのための通信を各々同時にサポートするいくつかの基地局を含み得る。基
地局は、（例えば、基地局からＵＥへの送信のために）ダウンリンクチャネル、および（
例えば、ＵＥから基地局への送信のために）アップリンクチャネル上で、通信デバイスと
通信し得る。
【０００４】
　[0004]　過去数十年の間に、ワイヤレス技術は、ハイエンドモバイルデバイスの導入に
よって多大な成長を経験した。この成長とともに、ワイヤレスネットワークは、単純な音
声電話ネットワークから、例えば、モバイルデバイスエンドユーザによってモバイルテレ
ビジョン（ＴＶ）および無線ブロードキャストサービスのサポートが期待される、マルチ
メディア配信ネットワークまで出現した。いくつかの場合には、ネットワーク事業者が、
マルチメディアコンテンツ（例えば、モバイルＴＶ）を提供するサードパーティ（3rd pa
rty）コンテンツプロバイダに加入する(subscribing)ことによってこの需要に応えてきた
。しかしながら、これらサービスを展開して、サードパーティマルチメディアコンテンツ
を１つまたは複数のモバイルデバイスに配信する従来のシステムは、ネットワークＭＢＭ
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Ｓサービスの利用における柔軟性(flexibility)を欠く。
【発明の概要】
【０００５】
　[0005]　本開示の態様は、ワイヤレス通信システムにおいてマルチメディアブロードキ
ャストおよびマルチキャストサービス（ＭＢＭＳ）動作を与えるためのシステム、方法、
および装置を提供する。本開示のいくつかの態様において、システム、方法および装置は
、アプリケーションサーバが、モバイルデバイスへのマルチメディアコンテンツの送信の
ためにネットワークデバイスによってサポートされる１つまたは複数のＭＢＭＳサービス
配信機能を選択する柔軟性を与え得る。アプリケーションサーバによる選択されたＭＢＭ
Ｓサービス配信機能は、ネットワークデバイスによってサポートされる複数のＭＢＭＳサ
ービス配信機能のサブセットであり得る。
【０００６】
　[0006]　第１の例では、ワイヤレス通信システムにおけるＭＢＭＳ動作のための方法が
開示される。本方法は、ネットワークデバイスで、アプリケーションサーバからサービス
のアクティブ化のための要求を受信することを含み得る。いくつかの態様において、アク
ティブ化のための要求は、ネットワークデバイスによって提供される少なくとも１つまた
は複数のＭＢＭＳサービス配信機能に対応し得る。本方法は、ネットワークデバイスで、
アプリケーションサーバが少なくとも１つまたは複数のＭＢＭＳサービス配信機能につい
て認可される(authorized)と決定することをさらに含み得る。いくつかの態様において、
少なくとも１つまたは複数のＭＢＭＳサービス配信機能は、ネットワークデバイスによっ
てサポートされるＭＢＭＳサービス配信機能のサブセットであり得る。本方法は、アプリ
ケーションサーバが認可されるという決定に応答して、一時モバイルグループ識別情報（
ＴＭＧＩ：temporary mobile group identity）をアプリケーションサーバに割り振るこ
とをさらに含み得る。
【０００７】
　[0007]　第１の例の別の態様では、ワイヤレス通信システムにおけるＭＢＭＳ動作のた
めの装置が開示される。本装置は、命令を記憶するように構成されるメモリと、メモリに
通信可能に結合されるプロセッサとを含み得る。いくつかの例において、プロセッサは、
ネットワークデバイスで、アプリケーションサーバからサービスのアクティブ化のための
要求を受信するための命令を実行するように構成され得る。いくつかの態様において、ア
クティブ化のための要求は、ネットワークデバイスによって提供される少なくとも１つま
たは複数のＭＢＭＳサービス配信機能に対応し得る。プロセッサは、ネットワークデバイ
スで、アプリケーションサーバが少なくとも１つまたは複数のＭＢＭＳサービス配信機能
について認可されると決定するようにさらに構成され得る。いくつかの態様において、少
なくとも１つまたは複数のＭＢＭＳサービス配信機能は、ネットワークデバイスによって
サポートされるＭＢＭＳサービス配信機能のサブセットであり得る。プロセッサは、アプ
リケーションサーバが認可されるという決定に応答して、ＴＭＧＩをアプリケーションサ
ーバに割り振るようにさらに構成され得る。
【０００８】
　[0008]　第１の例の別の態様では、ワイヤレス通信システムにおけるＭＢＭＳ動作のた
めのまた別の装置が開示される。本装置は、ネットワークデバイスで、アプリケーション
サーバからサービスのアクティブ化のための要求を受信するための手段を含み得る。いく
つかの態様において、アクティブ化のための要求は、ネットワークデバイスによって提供
される少なくとも１つまたは複数のＭＢＭＳサービス配信機能に対応し得る。本装置は、
ネットワークデバイスで、アプリケーションサーバが少なくとも１つまたは複数のＭＢＭ
Ｓサービス配信機能について認可されると決定するための手段をさらに含み得る。いくつ
かの態様において、少なくとも１つまたは複数のＭＢＭＳサービス配信機能は、ネットワ
ークデバイスによってサポートされるＭＢＭＳサービス配信機能のサブセットであり得る
。本装置は、アプリケーションサーバが認可されるという決定に応答して、ＴＭＧＩをア
プリケーションサーバに割り振るための手段さらに含み得る。
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【０００９】
　[0009]　第１の例の別の態様では、ワイヤレス通信システムにおけるＭＢＭＳ動作のた
めのコードを記憶するコンピュータ可読媒体であって、コードは、ネットワークデバイス
で、アプリケーションサーバからサービスのアクティブ化のための要求を受信するために
実行可能な命令を備える。いくつかの態様において、アクティブ化のための要求は、ネッ
トワークデバイスによって提供される少なくとも１つまたは複数のＭＢＭＳサービス配信
機能に対応し得る。コードは、ネットワークデバイスで、アプリケーションサーバが少な
くとも１つまたは複数のＭＢＭＳサービス配信機能について認可されると決定するために
実行可能な命令をさらに備え得る。いくつかの態様において、少なくとも１つまたは複数
のＭＢＭＳサービス配信機能は、ネットワークデバイスによってサポートされるＭＢＭＳ
サービス配信機能のサブセットであり得る。コードは、アプリケーションサーバが認可さ
れるという決定に応答して、ＴＭＧＩをアプリケーションサーバに割り振るために実行可
能な命令をさらに備え得る。
【００１０】
　[0010]　第２の例では、ワイヤレス通信システムにおけるＭＢＭＳ動作のための別の方
法が開示される。本方法は、アプリケーションサーバで、ネットワークデバイスによって
サポートされるＭＢＭＳサービス配信機能を識別することを含み得る。本方法は、アプリ
ケーションサーバで、アプリケーションサーバに関連するマルチメディアコンテンツのた
めに、ネットワークデバイスによってサポートされるＭＢＭＳサービス配信機能から少な
くとも１つまたは複数のＭＢＭＳサービス配信機能を選択することをさらに含み得る。追
加または代替として、本方法は、アプリケーションサーバとＵＥとの間の通信を確立する
ために、アプリケーションサーバから、サービスアクティブ化要求（activation of serv
ice request）をネットワークデバイスに送信することを含み得る。いくつかの例におい
て、サービスアクティブ化要求は、マルチメディアコンテンツのための選択された少なく
とも１つまたは複数のＭＢＭＳサービス配信機能を含み得る。
【００１１】
　[0011]　第２の例の別の態様では、ワイヤレス通信システムにおけるＭＢＭＳ動作のた
めの別の装置が開示される。本装置は、命令を記憶するように構成されるメモリと、メモ
リに通信可能に結合されるプロセッサとを含み得る。いくつかの例において、プロセッサ
は、アプリケーションサーバで、ネットワークデバイスによってサポートされるＭＢＭＳ
サービス配信機能を識別するための命令を実行するように構成され得る。プロセッサは、
アプリケーションサーバで、アプリケーションサーバに関連するマルチメディアコンテン
ツのために、ネットワークデバイスによってサポートされるＭＢＭＳサービス配信機能か
ら少なくとも１つまたは複数のＭＢＭＳサービス配信機能を選択するようにさらに構成さ
れ得る。追加または代替として、プロセッサは、アプリケーションサーバとＵＥとの間の
通信を確立するために、アプリケーションサーバから、サービスアクティブ化要求をネッ
トワークデバイスに送信することを含み得るようにさらに構成され得る。いくつかの例に
おいて、サービスアクティブ化要求は、選択された少なくとも１つまたは複数のＭＢＭＳ
サービス配信機能を含み得る。
【００１２】
　[0012]　第２の例の別の態様では、ワイヤレス通信システムにおけるＭＢＭＳ動作のた
めの別の装置が開示される。本装置は、アプリケーションサーバで、ネットワークデバイ
スによってサポートされるＭＢＭＳサービス配信機能を識別するための手段を含み得る。
本装置は、アプリケーションサーバで、アプリケーションサーバに関連するマルチメディ
アコンテンツのために、ネットワークデバイスによってサポートされるＭＢＭＳサービス
配信機能から少なくとも１つまたは複数のＭＢＭＳサービス配信機能を選択するための手
段をさらに含み得る。追加または代替として、本方法は、アプリケーションサーバとＵＥ
との間の通信を確立するために、アプリケーションサーバから、サービスアクティブ化要
求をネットワークデバイスに送信するための手段を含み得る。いくつかの例において、サ
ービスアクティブ化要求は、マルチメディアコンテンツのための選択された少なくとも１
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つまたは複数のＭＢＭＳサービス配信機能を含み得る。
【００１３】
　[0013]　第２の例の別の態様では、ワイヤレス通信システムにおけるＭＢＭＳ動作のた
めのコードを記憶するコンピュータ可読媒体であって、コードは、アプリケーションサー
バで、ネットワークデバイスによってサポートされるＭＢＭＳサービス配信機能を識別す
るために実行可能な命令を備える。コードは、アプリケーションサーバで、アプリケーシ
ョンサーバに関連するマルチメディアコンテンツのために、ネットワークデバイスによっ
てサポートされるＭＢＭＳサービス配信機能から少なくとも１つまたは複数のＭＢＭＳサ
ービス配信機能を選択するために実行可能な命令をさらに備え得る。追加または代替とし
て、コードは、アプリケーションサーバとＵＥとの間の通信を確立するために、アプリケ
ーションサーバから、サービスアクティブ化要求をネットワークデバイスに送信するため
に実行可能な命令をさらに備え得る。いくつかの例において、サービスアクティブ化要求
は、マルチメディアコンテンツのための選択された少なくとも１つまたは複数のＭＢＭＳ
サービス配信機能を含み得る。
【００１４】
　[0014]　第３の例では、ワイヤレス通信システムにおけるＭＢＭＳ動作のためのＵＥで
の別の方法が開示される。本方法は、ネットワークデバイスを介してアプリケーションサ
ーバとの通信セッションを確立することと、ＵＥで、アプリケーションサーバによって送
信されたマルチメディアコンテンツに関連するユーザサービス記述（ＵＳＤ：user servi
ce description）を含むサービス告知メッセージを受信することとを含み得る。いくつか
の態様において、ＵＳＤは、マルチメディアコンテンツのためにネットワークデバイスに
よって適用される少なくとも１つまたは複数のＭＢＭＳサービス配信機能を識別し得る。
本方法は、ＵＳＤメッセージに基づいて、少なくとも１つまたは複数のサービス配信機能
の使用をＵＥメモリに要求することをさらに含み得る。１つまたは複数の例において、少
なくとも１つまたは複数のサービス配信機能は、ＵＥがマルチメディアコンテンツを復号
するのを支援する。
【００１５】
　[0015]　第３の例の別の態様では、ワイヤレス通信システムにおけるＭＢＭＳ動作のた
めのＵＥが開示される。本ＵＥは、命令を記憶するように構成されるメモリと、メモリに
通信可能に結合されるプロセッサとを含み得る。いくつかの例において、プロセッサは、
ネットワークデバイスを介してアプリケーションサーバとの通信セッションを確立するこ
とと、ＵＥで、アプリケーションサーバによって送信されたマルチメディアコンテンツに
関連するＵＳＤを含むサービス告知メッセージを受信することとをするための命令を実行
するように構成され得る。プロセッサは、ＵＳＤメッセージに基づいて、少なくとも１つ
または複数のサービス配信機能の使用をＵＥメモリに要求するようにさらに構成され得る
。１つまたは複数の例において、少なくとも１つまたは複数のサービス配信機能は、ＵＥ
がマルチメディアコンテンツを復号するのを支援する。
【００１６】
　[0016]　第３の例の別の態様では、ワイヤレス通信システムにおけるＭＢＭＳ動作のた
めの別の装置が開示される。本装置は、ネットワークデバイスを介してアプリケーション
サーバとの通信セッションを確立するための手段と、ＵＥで、アプリケーションサーバに
よって送信されたマルチメディアコンテンツに関連するＵＳＤを含むサービス告知メッセ
ージを受信するための手段とを含み得る。いくつかの態様において、ＵＳＤは、マルチメ
ディアコンテンツのためにネットワークデバイスによって適用される少なくとも１つまた
は複数のＭＢＭＳサービス配信機能を識別し得る。本装置は、ＵＳＤメッセージに基づい
て、少なくとも１つまたは複数のサービス配信機能の使用をＵＥメモリに要求するための
手段をさらに含み得る。１つまたは複数の例において、少なくとも１つまたは複数のサー
ビス配信機能は、ＵＥがマルチメディアコンテンツを復号するのを支援する。
【００１７】
　[0017]　第３の例の別の態様では、ワイヤレス通信システムにおけるＭＢＭＳ動作のた
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めのコードを記憶するコンピュータ可読媒体であって、コードは、ネットワークデバイス
を介してアプリケーションサーバとの通信セッションを確立することと、ＵＥで、アプリ
ケーションサーバによって送信されたマルチメディアコンテンツに関連するＵＳＤを含む
サービス告知メッセージを受信することとをするために実行可能な命令を備える。いくつ
かの態様において、ＵＳＤは、マルチメディアコンテンツのためにネットワークデバイス
によって適用される少なくとも１つまたは複数のＭＢＭＳサービス配信機能を識別し得る
。コードは、ＵＳＤメッセージに基づいて、少なくとも１つまたは複数のサービス配信機
能の使用をＵＥメモリに要求するために実行可能な命令さらに備え得る。１つまたは複数
の例において、少なくとも１つまたは複数のサービス配信機能は、ＵＥがマルチメディア
コンテンツを復号するのを支援する。
【００１８】
　[0018]　上記は、以下の発明を実施するための形態がより良く理解され得るように、本
開示による例の特徴および技術的利点についてやや広く概説した。追加の特徴および利点
が以下で説明される。開示される概念および具体例は、本開示の同じ目的を果たすための
他の構造を変更または設計するための基礎として容易に利用され得る。そのような等価な
構成は、添付の特許請求の範囲から逸脱しない。本明細書で開示される概念の特性、それ
らの編成と動作方法の両方は、関連する利点とともに、添付の図に関連して以下の説明を
検討するとより良く理解されよう。図の各々は、例示および説明の目的でのみ与えられる
ものであり、特許請求の範囲の制限の定義として与えられるものではない。
【００１９】
　[0019]　本開示の開示される態様は、開示される態様を限定するためではなく、例示す
るために与えられる、添付の図面ととも以下で説明され、同様の表示は同様の要素を示し
、ここで、破線はオプションの構成要素を示し得る。
【図面の簡単な説明】
【００２０】
【図１】本開示の様々な態様による、ＭＢＭＳサービス配信のためのワイヤレス通信シス
テムの一例を示す図。
【図２】本開示の態様による、ネットワークアーキテクチャを示す図。
【図３Ａ】本開示の態様による、ネットワークデバイスとアプリケーションサーバとの間
のワイヤレス通信の方法の一例を示す図。
【図３Ｂ】本開示の態様による、ネットワークデバイスとアプリケーションサーバとの間
のワイヤレス通信の方法の一例を示す図。
【図４Ａ】本開示の様々な態様による、様々な構成要素および副構成要素を備えるユーザ
機器（ＵＥ）の概略図の例を示す図。
【図４Ｂ】本開示の様々な態様による、様々な構成要素および副構成要素を備えるＵＥの
概略図の例を示す図。
【図５】本開示の様々な態様による、様々な構成要素および副構成要素を備えるネットワ
ークデバイスおよびアプリケーションサーバの概略図の一例を示す図。
【図６】処理システムを採用する装置のためのハードウェア実施形態の一例を示す図。
【図７】処理システムを採用する装置のためのハードウェア実施形態の別の例を示す図。
【図８】本開示の様々な態様による、ネットワークデバイスによって行われるフローチャ
ートの一例を示す図。
【図９】本開示の様々な態様による、アプリケーションサーバによって行われるフローチ
ャートの一例を示す図。
【図１０】本開示の様々な態様による、ＵＥによって行われるフローチャートの別の例を
示す図。
【詳細な説明】
【００２１】
　[0030]　次に、図面を参照しながら様々な態様が説明される。以下の記載では、説明の
目的で、多数の具体的な詳細が１つまたは複数の態様の完全な理解を与えるために明らか
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にされる。但し、そのような（１つまたは複数の）態様は、これらの具体的な詳細なしに
実施され得ることを理解されたい。また、本明細書で使用される構成要素は、システムを
構成する部分のうちの１つであり得、ハードウェアまたはソフトウェアであり得、他の構
成要素に分割され得る。
【００２２】
　[0031]　モバイルＴＶおよび無線サービスの人気の拡大は、多くのユーザが同時に同じ
コンテンツを見ることを希望し得る状況につながり得る。例としては、限定されないが、
ライブスポーツイベント（例えば、フットボールまたはサッカーゲーム）があり得る。そ
のような事例の場合、マルチメディアコンテンツを単一のソースから複数のモバイルデバ
イスにマルチキャストおよび／またはブロードキャストすることは、スペクトルリソース
のより適切な利用であり得る。マルチメディアブロードキャストおよびマルチキャストサ
ービス（ＭＢＭＳ）は、比較的低いコストでこれら機能を提供する。いくつかの態様では
、ＭＢＭＳ機能が、既存の無線およびコアネットワークプロトコルに対する軽微な変更の
みでネットワークアーキテクチャに導入され得る。
【００２３】
　[0032]　ＭＢＭＳアーキテクチャは、２つの構成要素、すなわち、ＭＢＭＳトランスポ
ートとＭＢＭＳサービス配信とを備え得る。ＭＢＭＳトランスポート機能は、例えば、イ
ンターネットプロトコル（ＩＰ）マルチキャストパケットがそれの上で１つまたは複数の
モバイルデバイスに配信され得る、トランスポートベアラを与え得る。追加または代替と
して、ＭＢＭＳサービス配信機能は、ＩＰマルチキャストベアラの上でのマルチメディア
ファイルおよびストリームの配信のためのコンテンツ保護、ブートストラッピング、ファ
イル修復、報告、またはそれらの組合せのようなサービスを含み得る。
【００２４】
　[0033]　ＭＢＭＳトランスポート機能の一部として、ＭＢＭＳは、ネットワークから１
つまたは複数のモバイルデバイスにＩＰパケットを配信するための２つの基本送信モード
、すなわち、ＭＢＭＳブロードキャストモードおよび／またはＭＢＭＳマルチキャストモ
ードをサポートし得る。ＭＢＭＳブロードキャストモードは、あるエリアまたはネットワ
ーク全体中の全端末にＩＰパケットを配信するために使用され得る。ＭＢＭＳブロードキ
ャストモードが使用される場合、送信ベアラは、サービスが利用可能であり得る全セルの
ためにセットアップされ得る。ブロードキャストモードでは、ＭＢＭＳが、アップリンク
接続を要求することを必要とせず、従って「ダウンリンク専用」ブロードキャスト技術と
して使用され得る。
【００２５】
　[0034]　ＭＢＭＳマルチキャストモードでは、特定のマルチキャストチャネルに関係す
る情報を受信することを希望するモバイルデバイスが、（例えば、このチャネルに関連す
るコンテンツを受信することへの関心を表すために）１つまたは複数のコンテンツチャネ
ルに「加入（join）」する。この情報は、コアネットワークのルーティングレイヤ中で処
理され、データ配信経路を最適化するために使用され得る。様々な態様では、ＭＢＭＳが
、ローカルに制限されたエリア（例えば、ワシントンＤ．Ｃ．メトロエリア）にわたる単
一のセル中でのマルチキャスト／ブロードキャスト送信から、国全体にわたって同じコン
テンツをブロードキャストする、全国的、単一周波数ネットワーク（例えば、ＴＶチャネ
ル）までの範囲をサポートし得る。単一周波数ネットワーク（ＳＦＮ：single frequency
 network）では、全セルが、同じ搬送周波数を使用し得る。従って、いくつかの態様にお
いて、モバイルデバイスは、複数の隣接セルから信号を同時に受信可能であり得る。この
特徴は、スペクトル効率の著しい増加につながり、それにより、無線リソース上のスルー
プットの著しい増加につながり得る。
【００２６】
　[0035]　本開示の様々な態様によれば、サードパーティ（third (3rd) party）アプリ
ケーションサーバが、アプリケーションサーバによってモバイルデバイスに送信されるマ
ルチメディアコンテンツのために、ネットワークデバイスによってサポートされるＭＢＭ
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Ｓサービス配信機能のサブセットをフレキシブルに選択し得る。例えば、アプリケーショ
ンサーバは、ネットワークエンティティに、ＭＢＭＳサービス配信機能の制限されたまた
は低減されたセット（例えば、ファイル修復またはコンテンツ保護）を行わせることを選
定し、他のＭＢＭＳサービス配信機能（例えば、ブートストラッピングおよび／またはサ
ービス報告）を除外し得る。
【００２７】
　[0036]　図１は、本開示の様々な態様による、ＭＢＭＳサービス配信のためのワイヤレ
ス通信システムの一例を示す。ワイヤレス通信システム１００は、基地局１０５と、スモ
ールセルアクセスポイント（ＡＰ）１２０と、モバイルデバイス１１５と、コアネットワ
ーク１３０とを含む。本開示のいくつかの態様において、基地局１０５はマクロセル基地
局と呼ばれることがあり、ＡＰ１２０はスモールセル基地局と呼ばれることがある。コア
ネットワーク１３０は、ユーザ認証(user authentication)と、アクセス認可(access aut
horization)と、トラッキングと、インターネットプロトコル（ＩＰ）接続性と、他のア
クセス、ルーティング、またはモビリティ機能とを与え得る。基地局１０５は、バックホ
ールリンク１３２（例えば、Ｓ１など）を通してコアネットワーク１３０とインターフェ
ースし得る。基地局１０５およびＡＰ１２０は、モバイルデバイス１１５との通信のため
の無線構成およびスケジューリングを行い得るか、または基地局コントローラ（図示せず
）の制御下で動作し得る。様々な例において、基地局１０５およびＡＰ１２０は、ワイヤ
ードまたはワイヤレス通信リンクであり得るバックホールリンク１３４（例えば、Ｘ２、
オーバージエア（ＯＴＡ）など）を介して、直接または間接的（例えば、コアネットワー
ク１３０を通して）のいずれかで、互いと通信し得る。本開示のいくつかの態様において
、基地局１０５およびＡＰ１２０は、通信スケジューリングに関連するそれらのそれぞれ
のタイミングパラメータを共有し得る。
【００２８】
　[0037]　基地局１０５およびＡＰ１２０は、１つまたは複数のアンテナを介してモバイ
ルデバイス１１５とワイヤレス通信し得る。基地局１０５およびＡＰ１２０の各々は、そ
れぞれの地理的カバレージエリア１１０に通信カバレージを与え得る。いくつかの例にお
いて、基地局１０５は、基地トランシーバ局、無線基地局、アクセスポイント、無線トラ
ンシーバ、ノードＢ、ｅノードＢ（ｅＮＢ）、ホームノードＢ、ホームｅノードＢ、また
は何らかの他の好適な用語で呼ばれることがある。基地局１０５のための地理的カバレー
ジエリア１１０－ａ、およびＡＰ１２０のための地理的カバレージエリア１１０－ｂは、
カバレージエリアの一部分のみを構成するセクタに分割され得る（図示せず）。ワイヤレ
ス通信システム１００は、異なるタイプの基地局１０５およびＡＰ１２０（例えば、マク
ロセル基地局またはスモールセル基地局）を含み得る。異なる技術のための重複する地理
的カバレージエリア１１０があり得る。
【００２９】
　[0038]　モバイルデバイス１１５は、通信リンク１２５を使用して基地局１０５および
ＡＰ１２０を通して互いと通信し得るが、各モバイルデバイス１１５はまた、直接ワイヤ
レスリンク１３５を介して１つまたは複数の他のモバイルデバイス１１５と直接通信し得
る。２つまたはそれ以上のモバイルデバイス１１５は、両方のモバイルデバイス１１５が
地理的カバレージエリア１１０中にあるとき、または１つまたは複数のモバイルデバイス
１１５がＡＰ地理的カバレージエリア１１０－ｂ内にあるとき、直接ワイヤレスリンク１
３５を介して通信し得る。直接ワイヤレスリンク１３５の例としては、Ｗｉ－Ｆｉ　Ｄｉ
ｒｅｃｔ（登録商標）接続、Ｗｉ－Ｆｉ（登録商標）トンネルドダイレクトリンクセット
アップ（ＴＤＬＳ：Tunneled Direct Link Setup）リンクを使用して確立される接続、お
よび他のＰ２Ｐグループ接続があり得る。他の実施形態では、他のピアツーピア接続また
はアドホックネットワークがワイヤレス通信システム１００内で実施され得る。
【００３０】
　[0039]　いくつかの例において、ワイヤレス通信システム１００は、ＬＴＥ／ＬＴＥア
ドバンスト（ＬＴＥ－Ａ）ネットワークのような、ワイヤレスワイドエリアネットワーク
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（ＷＷＡＮ）を含む。ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａネットワークにおいて、発展型ノードＢ（ｅＮ
Ｂ）という用語は、概して、基地局１０５を表すために使用され得、ユーザ機器（ＵＥ）
という用語は、概して、モバイルデバイス１１５を表すために使用され得る。ワイヤレス
通信システム１００は、異なるタイプのｅＮＢが様々な地理的領域にカバレージを与える
、異種ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａネットワークを含み得る。ワイヤレス通信システム１００は、
いくつかの例において、ワイヤレスローカルエリアネットワーク（ＷＬＡＮ）をもサポー
トし得る。ＷＬＡＮは、米国電気電子技術者協会（ＩＥＥＥ）８０２．１１ｘ規格ファミ
リー（「Ｗｉ－Ｆｉ」）に基づく技法を採用するネットワークであり得る。いくつかの例
では、各ｅＮＢまたは基地局１０５およびＡＰ１２０が、マクロセル、スモールセル、ま
たは他のタイプのセルに通信カバレージを与え得る。「セル」という用語は、コンテキス
トに依存して、基地局、基地局に関連するキャリアまたはコンポーネントキャリア、ある
いはキャリアまたは基地局のカバレージエリア（例えば、セクタなど）を表すために使用
され得る３ＧＰＰ（登録商標）用語である。
【００３１】
　[0040]　マクロセルが、概して、比較的大きい地理的エリア（例えば、半径数キロメー
トル）をカバーし、ネットワークプロバイダのサービスに加入しているモバイルデバイス
１１５による無制限アクセスを可能にし得る。スモールセルが、マクロセルと比較して、
マクロセルと同じまたは異なる（例えば、免許、免許不要などの）周波数帯域内で動作し
得る、低電力基地局である。スモールセルが、様々な例によれば、ピコセル、フェムトセ
ル、およびマイクロセルを含み得る。ピコセルが、例えば、小さい地理的エリアをカバー
し得、ネットワークプロバイダのサービスに加入しているモバイルデバイス１１５による
無制限アクセスを可能にし得る。フェムトセルが、小さい地理的エリア（例えば、自宅）
を同じくカバーし得、フェムトセルとの関連を有するモバイルデバイス１１５（例えば、
限定加入者グループ（ＣＳＧ：closed subscriber group）中のモバイルデバイス１１５
、自宅内のユーザのためのモバイルデバイス１１５など）による制限付きアクセスを与え
得る。マクロセルのためのｅＮＢがマクロｅＮＢと呼ばれることがある。スモールセルの
ためのｅＮＢが、スモールセルｅＮＢ、ピコｅＮＢ、フェムトｅＮＢまたはホームｅＮＢ
と呼ばれることがある。ｅＮＢが、１つまたは複数の（例えば、２つ、３つ、４つなどの
）セル（例えば、コンポーネントキャリア）をサポートし得る。本開示のいくつかの態様
において、基地局１０５はマクロセル基地局と呼ばれることがあり、ＡＰ１２０はスモー
ルセル基地局と呼ばれることがある。
【００３２】
　[0041]　ワイヤレス通信システム１００は同期動作または非同期動作をサポートし得る
。同期動作の場合、基地局１０５は同様のフレームタイミングを有し得、異なる基地局１
０５からの送信は時間的にほぼ整合され(aligned in time)得る。非同期動作の場合、基
地局１０５は異なるフレームタイミングを有し得、異なる基地局１０５からの送信は時間
的に整合されないことがある。本明細書で説明される技法は、同期動作または非同期動作
のいずれかのために使用され得る。
【００３３】
　[0042]　様々な開示される例のうちのいくつかに適応し得る通信ネットワークは、階層
化プロトコルスタックに従って動作するパケットベースネットワークであり得る。ユーザ
プレーンでは、ベアラまたはパケットデータコンバージェンスプロトコル（ＰＤＣＰ：pa
cket data convergence protocol）レイヤでの通信がＩＰベースであり得る。無線リンク
制御（ＲＬＣ：Radio Link Control）レイヤが、論理チャネルを介して通信するためにパ
ケットセグメンテーションおよびリアセンブリを行い得る。媒体アクセス制御（ＭＡＣ：
medium access control）レイヤが、優先度処理と、トランスポートチャネルへの論理チ
ャネルの多重化とを行い得る。ＭＡＣレイヤはまた、ＭＡＣレイヤで再送信を行ってリン
ク効率を改善するためにハイブリッド自動再送要求（ＨＡＲＱ：hybrid automatic repea
t request）を使用し得る。制御プレーンにおいて、無線リソース制御（ＲＲＣ：radio r
esource control）プロトコルレイヤは、モバイルデバイス１１５と基地局１０５との間
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のＲＲＣ接続の確立と構成と維持とを行い得る。ＲＲＣプロトコルレイヤはまた、ユーザ
プレーンデータのための無線ベアラのコアネットワーク１３０サポートのために使用され
得る。物理（ＰＨＹ）レイヤで、トランスポートチャネルは物理チャネルにマッピングさ
れ得る。
【００３４】
　[0043]　モバイルデバイス１１５は、ワイヤレス通信システム１００全体にわたって分
散され得、各モバイルデバイス１１５は固定または移動であり得る。モバイルデバイス１
１５が、ユーザ機器（ＵＥ）、移動局、加入者局、ＳＴＡ、モバイルユニット、加入者ユ
ニット、ワイヤレスユニット、リモートユニット、モバイルデバイス、ワイヤレスデバイ
ス、ワイヤレス通信デバイス、リモートデバイス、モバイル加入者局、アクセス端末、モ
バイル端末、ワイヤレス端末、リモート端末、ハンドセット、ユーザエージェント、モバ
イルクライアント、クライアント、または何らかの他の好適な用語を含むか、またはその
ように当業者によって呼ばれることもある。モバイルデバイス１１５が、セルラーフォン
、携帯情報端末（ＰＤＡ）、ワイヤレスモデム、ワイヤレス通信デバイス、ハンドヘルド
デバイス、タブレットコンピュータ、ラップトップコンピュータ、コードレスフォン、ワ
イヤレスローカルループ（ＷＬＬ）局などであり得る。モバイルデバイスが、マクロｅＮ
Ｂ、スモールセルｅＮＢ、リレー基地局などを含む、様々なタイプの基地局およびネット
ワーク機器と通信可能であり得る。いくつかの例では、デュアル無線ＵＥ１１５－ａが、
（ＷＷＡＮ無線機を使用して）基地局１０５と、および（ＷＬＡＮ無線機を使用して）Ａ
Ｐ１２０と同時に通信するように構成され得るＷＬＡＮ無線機（図示せず）とＷＷＡＮ無
線機（図示せず）とを含み得る。
【００３５】
　[0044]　ワイヤレス通信システム１００中に示されている通信リンク１２５は、モバイ
ルデバイス１１５から基地局１０５またはＡＰ１２０へのアップリンク（ＵＬ）送信、あ
るいは基地局１０５またはＡＰ１２０からモバイルデバイス１１５へのダウンリンク（Ｄ
Ｌ）送信を含み得る。ダウンリンク送信は順方向リンク送信と呼ばれることもあり、アッ
プリンク送信は逆方向リンク送信と呼ばれることもある。各通信リンク１２５は１つまた
は複数のキャリアを含み得、ここで、各キャリアは、上記で説明された様々な無線技術に
従って変調される複数のサブキャリア（例えば、異なる周波数の波形信号）からなる信号
であり得る。各被変調信号は、異なるサブキャリア上で送られ得、制御情報（例えば、基
準信号、制御チャネルなど）、オーバーヘッド情報、ユーザデータなどを搬送し得る。通
信リンク１２５は、周波数分割複信（ＦＤＤ）動作を使用して（例えば、対スペクトルリ
ソースを使用して）または時分割複信（ＴＤＤ）動作を使用して（例えば、不対スペクト
ルリソースを使用して）双方向通信を送信し得る。ＦＤＤ（例えば、フレーム構造タイプ
１）およびＴＤＤ（例えば、フレーム構造タイプ２）のためのフレーム構造が定義され得
る。
【００３６】
　[0045]　通信リンク１２５は、免許スペクトル(licensed spectrum)のリソースまたは
免許不要スペクトル(unlicensed spectrum)のリソースあるいはその両方を利用し得る。
概して、いくつかの管轄における免許不要スペクトルは、６００メガヘルツ（ＭＨｚ）か
ら６ギガヘルツ（ＧＨｚ）にわたり得るが、その範囲に限定される必要はない。従って、
本明細書で使用される「免許不要スペクトル」または「共有スペクトル」という用語は、
それら帯域の周波数にかかわらず、産業、科学および医療（ＩＳＭ）無線帯域を指し得る
。「免許不要スペクトル」または「共有スペクトル」は、競合ベース通信システムにおい
て使用されるスペクトルを指すことがある。いくつかの例では、免許不要スペクトルが、
５ＧＨｚまたは５Ｇ帯域と呼ばれることもあるＵ－ＮＩＩ無線帯域である。いくつかの態
様において、「免許不要スペクトル」は、ミッションクリティカルなデバイス（例えば、
レーダーおよび非民生用システム）のために予約され得るスペクトルを含み得る。
【００３７】
　[0046]　ワイヤレス通信システム１００はまた、複数のセルまたはキャリア上での動作
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、すなわち、キャリアアグリゲーション（ＣＡ）またはマルチキャリア動作と呼ばれるこ
とがある特徴をサポートし得る。キャリアが、コンポーネントキャリア（ＣＣ）、レイヤ
、チャネルなどと呼ばれることもある。「キャリア」、「コンポーネントキャリア」、「
セル」、および「チャネル」という用語は、本明細書では同義で使用されることがある。
モバイルデバイス１１５は、キャリアアグリゲーションのために、複数のダウンリンクＣ
Ｃと１つまたは複数のアップリンクＣＣとで構成され得る。キャリアアグリゲーションが
、ＦＤＤコンポーネントキャリアとＴＤＤコンポーネントキャリアの両方とともに使用さ
れ得る。
【００３８】
　[0047]　本開示の態様によれば、１つまたは複数のＵＥ１１５が、アプリケーションサ
ーバからネットワーク上でブロードキャストされたマルチメディアコンテンツサブスクリ
プションにサブスクライブ(subscribe)し得る。いくつかの態様において、アプリケーシ
ョンサーバは、コアネットワーク１３０の一部、またはコアネットワーク１３０と通信し
ているサードパーティアプリケーションサーバであり得る。いくつかの例において、マル
チメディアコンテンツは、コアネットワーク１３０によって与えられるＭＢＭＳサービス
配信機能を利用して、コアネットワーク１３０から１つまたは複数のＵＥ１１５に送信さ
れ得る。例えば、コアネットワーク１３０は、複数のＭＢＭＳサービス配信機能（例えば
、コンテンツ保護、ファイル修復、ブートストラッピングなど）をサポートし得るネット
ワークデバイス（例えば、ブロードキャストマルチキャストサービスセンター（ＢＭ－Ｓ
Ｃ：Broadcast Multicast Service Center）２２６（図２））を含み得る。従って、いく
つかの例において、ネットワークデバイスは、マルチメディアコンテンツ（例えば、モバ
イルＴＶ）を１つまたは複数のＵＥ１１５に送信するために、ＢＭ－ＳＣ２２６によって
サポートされるＭＢＭＳサービス配信機能のサブセットを選択し得る。
【００３９】
　[0048]　図２は、本開示の態様による、ネットワークアーキテクチャを示す図である。
ネットワークアーキテクチャは、発展型パケットシステム（ＥＰＳ：Evolved Packet Sys
tem）２００と呼ばれることがあり、図１に示されるワイヤレス通信システム１００の一
例であり得る。ＥＰＳ２００は、１つまたは複数のユーザ機器（ＵＥ）１１５と、発展型
ＵＭＴＳ地上波無線アクセスネットワーク（Ｅ－ＵＴＲＡＮ：Evolved UMTS Terrestrial
 Radio Access Network）２０４と、発展型パケットコア（ＥＰＣ：Evolved Packet Core
）２１０と、事業者のインターネットプロトコル（ＩＰ）サービス（例えば、グループ通
信システムアプリケーションサーバ（ＧＣＳ－ＡＳ：group communication system appli
cation server））２４５とを含み得る。ＥＰＳは他のアクセスネットワークと相互接続
できるが、簡潔さのために、それらエンティティ／インターフェースは図示されない。図
示されるように、ＥＰＳはパケット交換サービスを提供するが、当業者が容易に諒解する
ように、本開示全体にわたって提示される様々な概念は、回線交換サービスを提供するネ
ットワークに拡張され得る。
【００４０】
　[0049]　Ｅ－ＵＴＲＡＮは、発展型ノードＢ（ｅＮＢ）１０５と他のｅＮＢ１０５とを
含み、マルチキャスト協調エンティティ（ＭＣＥ：Multicast Coordination Entity）を
含み得る。ｅＮＢ１０５は、ＵＥ１１５に対してユーザプレーンプロトコル終端と制御プ
レーンプロトコル終端とを与える。ｅＮＢ１０５は、バックホール（例えば、Ｘ２インタ
ーフェース）を介して他のｅＮＢ１０５に接続され得る。ＭＣＥは発展型マルチメディア
ブロードキャストマルチキャストサービス（ＭＢＭＳ）（ｅＭＢＭＳ）のために時間／周
波数無線リソースを割り振り、ｅＭＢＭＳのために無線構成（例えば、変調およびコーデ
ィング方式（ＭＣＳ：modulation and coding scheme））を決定する。ＭＣＥは別個のエ
ンティティ、またはｅＮＢ１０５の一部であり得る。ｅＮＢ１０５は、基地局、ノードＢ
、アクセスポイント、基地トランシーバ局、無線基地局、無線トランシーバ、トランシー
バ機能、基本サービスセット（ＢＳＳ：basic service set）、拡張サービスセット（Ｅ
ＳＳ：extended service set）、または何らかの他の好適な用語で呼ばれることもある。
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ｅＮＢ１０５は、ＵＥ１１５にＥＰＣ２１０へのアクセスポイントを与える。いくつかの
態様において、ＵＥ１１５は、本開示の１つまたは複数の機能を実行するためのＭＢＭＳ
通信構成要素(MBMS communication component)２６０（例えば、図５）を含み得る。
【００４１】
　[0050]　ｅＮＢ１０５はＥＰＣ２１０に接続される。ＥＰＣ２１０は、コアネットワー
ク１３０の一部であり得（図１参照）、モビリティ管理エンティティ（ＭＭＥ：Mobility
 Management Entity）２１２と、ホーム加入者サーバ（ＨＳＳ：Home Subscriber Server
）２２０と、マルチメディアブロードキャストマルチキャストサービス（ＭＢＭＳ）ゲー
トウェイ２２４と、ブロードキャストマルチキャストサービスセンター（ＢＭ－ＳＣ：Br
oadcast Multicast Service Center）２２６と、サービング／パケットデータネットワー
ク（ＰＤＮ：Serving/Packet Data Network）ゲートウェイ２１８とを含み得る。ＭＭＥ
２１２は、ＵＥ１１５とＥＰＣ２１０との間のシグナリングを処理する制御ノードである
。概して、ＭＭＥ２１２はベアラおよび接続管理を行う。全てのユーザＩＰパケットがＳ
／Ｐゲートウェイ２１８を通して転送される。Ｓ／Ｐゲートウェイ２１８はＵＥのＩＰア
ドレス割振り並びに他の機能を与える。ＢＭ－ＳＣ２２６は、１つまたは複数のアプリケ
ーションサーバ（例えば、ＧＣＳ－ＡＳ２４５）を含み得る、ＩＰサービスに接続される
。いくつかの例では、ＧＣＳ－ＡＳ２４５のようなＩＰサービスが、サードパーティによ
って運営されおよび／または管理され得る。追加または代替として、ＧＣＳ－ＡＳ２４５
は、いくつかの例において、ネットワーク事業者（例えば、コアネットワーク１３０の事
業者）によって運営され得る。いくつかの例において、ＢＭ－ＳＣ２２６は、本明細書で
説明されるＢＭ－ＳＣ２２６のための１つまたは複数の方法を行うためのＭＢＭＳサービ
ス配信管理構成要素(MBMS service delivery management component)２５５を含み得る。
【００４２】
　[0051]　いくつかの態様では、ＧＣＳ－ＡＳ２４５が、本開示の１つまたは複数の機能
を行うように構成されるＭＢＭＳサービス選択構成要素(MBMS service selection compon
ent)２５０を含み得る。いくつかの例において、ＩＰサービスは、インターネット、イン
トラネット、ＩＰマルチメディアサブシステム（ＩＭＳ：IP Multimedia Subsystem）、
ＰＳストリーミングサービス（ＰＳＳ：PS Streaming Service）、および／または他のＩ
Ｐサービスを含み得る。いくつかの態様において、ＢＭ－ＳＣ２２６は、ＭＢＭＳユーザ
サービスプロビジョニングおよび配信のための機能を与え得る。ＢＭ－ＳＣ２２６は、コ
ンテンツプロバイダＭＢＭＳ送信のためのエントリポイントの役割を果たし得、ＰＬＭＮ
内のＭＢＭＳベアラサービスを認可し、開始するために使用され得、ＭＢＭＳ送信をスケ
ジュールし、配信するために使用され得る。ＭＢＭＳゲートウェイ２２４は、特定のサー
ビスをブロードキャストするマルチキャストブロードキャスト単一周波数ネットワーク（
ＭＢＳＦＮ）エリアに属するｅＮＢ１０５にＭＢＭＳトラフィックを配信するために使用
され得、セッション管理（開始／停止）並びにｅＭＢＭＳ関係の課金情報を収集すること
を担当し得る。
【００４３】
　[0052]　図３Ａおよび図３Ｂは、本開示の態様による、ＢＭ－ＳＣ２２６とＧＣＳ－Ａ
Ｓ２４５との間のワイヤレス通信の方法３０２および方法３０４の通信例を示す。ＢＭ－
ＳＣ２２６およびＧＣＳ－ＡＳ２４５は、図２を参照して説明されたＢＭ－ＳＣ２２６お
よびＧＣＳ－ＡＳ２４５の一例であり得る。
【００４４】
　[0053]　まず図３Ａを参照すると、３０５で、ＧＣＳ－ＡＳ２４５は、ＢＭ－ＳＣ２２
６によってサポートされる１つまたは複数のＭＢＭＳサービス配信機能を識別し得る。３
１０で、ＧＣＳ－ＡＳ２４５は、ネットワークデバイスによってサポートされるＭＢＭＳ
サービス配信機能から少なくとも１つまたは複数のＭＢＭＳサービス配信機能を選択し得
る。３１５で、ＧＣＳ－ＡＳ２４５は、サービス要求メッセージをＢＭ－ＳＣ２２６に送
信し得る。いくつかの例において、サービス要求メッセージは、アプリケーションサーバ
とＵＥ１１５との間の通信を確立するためのＧＣＳ－ＡＳ２４５からＢＭ－ＳＣ２２６へ
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のサービスアクティブ化要求であり得る。いくつかの例において、サービス要求は、ＢＭ
－ＳＣ２２６によってサポートされる少なくとも１つまたは複数のＭＢＭＳサービス配信
機能に対応する、選択されたＭＢＭＳサービス配信機能を含み得る。
【００４５】
　[0054]　３２０で、ＢＭ－ＳＣ２２６は、ＧＣＳ－ＡＳ２４５がネットワーク事業者と
アプリケーションサーバの事業者との間の合意に基づく１つまたは複数のＭＢＭＳサービ
ス配信機能について認可されると決定し得る。ＢＭ－ＳＣ２２６は、３２５で、一時モバ
イルグループ識別情報（ＴＭＧＩ）をＧＣＳ－ＡＳ２４５に割り振り得る。いくつかの例
において、ＢＭ－ＳＣ２２６は、３３０で、ＧＣＳ－ＡＳ２４５が要求された１つまたは
複数のＭＢＭＳサービス配信機能にアクセスすることを認可されるかどうかを識別する、
割り振るＴＭＧＩ応答メッセージをＧＣＳ－ＡＳ２４５に送信し得る。
【００４６】
　[0055]　図３Ａ中の３３０から継続する、図３Ｂを次に参照すると、ＧＣＳ－ＡＳ２４
５は、３３５で、ＢＭ－ＳＣ２２６から割り振るＴＭＧＩ応答メッセージを受信すること
に伴い、ＴＭＧＩ応答メッセージに基づいて、ＧＣＳ－ＡＳ２４５が少なくとも１つまた
は複数のＭＢＭＳサービス配信機能にサブスクライブすることを認証されるかどうかを決
定する。従って、３４０で、ＢＭ－ＳＣ２２６が、ＧＣＳ－ＡＳ２４５が少なくとも１つ
または複数のＭＢＭＳサービス配信機能にサブスクライブすることを認証されると決定し
た場合、ＧＣＳ－ＡＳ２４５は、ＢＭ－ＳＣ２２６を介してＧＣＳ－ＡＳ２４５とＵＥ１
１５との間のＭＢＭＳベアラサービスを確立するために、ＭＢＭＳベアラアクティブ化要
求をＢＭ－ＳＣ２２６に送信し得る。３４５で、ＢＭ－ＳＣ２２６は、ＧＣＳ－ＡＳ２４
５から１つまたは複数のＵＥ１１５へのデータフローをサポートするためにＭＢＭＳシス
テム中のリソース（例えば、ベアラリソース）を割り振り得る。
【００４７】
　[0056]　３５０で、ＢＭ－ＳＣ２２６は、ＭＢＭＳベアラサービスがＧＣＳ－ＡＳ２４
５とＵＥ１１５との間でセットアップされたことを識別するためのＭＢＭＳベアラアクテ
ィブ化応答をＢＭ－ＳＣ２２６に送信し得る。従って、３５５で、ＧＣＳ－ＡＳ２４５は
、割り振られたリソースを使用してＢＭ－ＳＣ２２６によって確立されたＭＢＭＳベアラ
を介して、ＭＢＭＳブロードキャストデータフロー（例えば、マルチメディアコンテンツ
）を１つまたは複数のＵＥ１１５に送信することを開始し得る。
【００４８】
　[0057]　図４Ａおよび図４Ｂは、それぞれ、本開示の態様を実行するように構成される
ＭＢＭＳ通信構成要素２６０を備えるＵＥ１１５のブロック図４０２およびブロック図４
０４を示す。いくつかの例において、ＵＥ１１５は、図１～図２を参照して説明された１
つまたは複数のＵＥ１１５の一例であり得る。ＭＢＭＳ通信構成要素２６０を参照して説
明された機能および方法は、ＵＥ１１５中のプロセッサ（例えば、図７中のプロセッサ７
１２）または別個のプロセッサ実施によって行われ得る。ＭＢＭＳ通信構成要素２６０は
、バス７４４（図７参照）を介してコンピュータ可読媒体（例えば、メモリ７１６）と通
信し得る。いくつかの態様において、ＵＥ１１５は、１つまたは複数の基地局１０５を介
してコアネットワーク１３０と通信し得る。
【００４９】
　[0058]　まず図４Ａを参照すると、ＭＢＭＳ通信構成要素２６０は、ユーザが、ＧＣＳ
－ＡＳ２４５からのメディアコンテンツ（例えば、モバイルＴＶ）にサブスクライブ(sub
scribe)することを可能にするように構成され得る、アプリケーションレイヤエンティテ
ィ(application layer entity)４１０を含み得る。いくつかの例において、アプリケーシ
ョンレイヤエンティティ４１０は、ユーザサービス記述（ＵＳＤ：user service descrip
tion）構成要素４２０と通信しているＭＢＭＳ機能検索構成要素(MBMS functionality re
trieval component)４１５を含み得る。いくつかの態様において、ＭＢＭＳ機能検索構成
要素４１５は、少なくとも１つまたは複数のサービス配信機能の使用をＵＥメモリ（例え
ば、コンピュータ可読媒体７０６）に要求し得る。いくつかの例において、ＭＢＭＳサー
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ビス機能は、前方誤り訂正（ＦＥＣ：forward error correction）構成要素４３５と、コ
ーデック構成要素(codecs component)４４０と、アクセス制御構成要素(access control 
component)４４０とを含み得る、ＭＢＭＳサービス配信構成要素構成要素(MBMS service 
deliver component component)４３０に記憶され得る。３つのＭＢＭＳサービス配信構成
要素のみが図４Ａおよび図４Ｂに示されているが、任意の数のＭＢＭＳサービス配信機能
が利用可能であり得ることを、当業者は諒解されたい。いくつかの例において、ＭＢＭＳ
サービス配信構成要素構成要素４３０は、アプリケーションレイヤエンティティ４１０が
、ＧＣＳ－ＡＳ２４５から受信されたマルチメディアコンテンツを復号するのを支援し得
る。
【００５０】
　[0059]　ＭＢＭＳ通信構成要素２６０は、ネットワークデバイスおよび／または１つま
たは複数ＵＥ１１５との通信を確立して通信を行うためのトランシーバ７１０（図７参照
）と対応し得る通信確立構成要素４５０をさらに含み得る。通信確立構成要素４５０は、
１つまたは複数の通信リンク（例えば、通信リンク１２５－ａおよび１２５－ｂ）上でネ
ットワークと通信するためのＷＬＡＮ無線機４６０および／またはＷＷＡＮ無線機４７０
を含み得る。いくつかの例において、ＷＬＡＮ無線機４６０および／またはＷＷＡＮ無線
機４７０の機能は、部分的に、図７のトランシーバ７０２およびＲＦフロントエンド７８
８において実施され得る。
【００５１】
　[0060]　本開示の態様によれば、アプリケーションレイヤエンティティ４１０は、ネッ
トワークデバイス（例えば、ＢＭ－ＳＣ２２６）によって送信されるユーザサービス記述
（ＵＳＤ）メッセージを下位レイヤ（例えば、開放型システム間相互接続（ＯＳＩ）スタ
ックにおける物理レイヤ）から受信し得る。従って、アプリケーションレイヤエンティテ
ィ４１０は、ＵＳＤメッセージに関連するマルチメディアデータを処理するために、ＵＳ
Ｄメッセージをアンパックし得る。いくつかの例において、ＵＳＤメッセージは、ＭＢＭ
Ｓサービス記述の異なる構成要素に対応する複数のメタデータフラグメントを含むことが
ある。１つまたは複数の例において、メタデータフラグメントは、単一のＭＢＭＳユーザ
サービスまたはＭＢＭＳユーザサービスのバンドルの詳細を記述するメタデータフラグメ
ントオブジェクトを備え得る。他の例において、メタデータフラグメントオブジェクトは
、関連する配信方法、サービス保護、ＦＥＣ修復データストリーム、メディアプレゼンテ
ーション記述、および／またはスケジューリング情報記述の詳細を記述し得る。いくつか
の態様において、１つまたは複数のメタデータフラグメントは、１つまたは複数のＭＢＭ
Ｓサービス配信構成要素（例えば、ＦＥＣ構成要素４３５、コーデック構成要素４４０、
および／またはアクセス制御構成要素４４５）の一部であり得る。従って、いくつかの態
様において、メタデータフラグメントは、１つまたは複数のＭＢＭＳサービス配信構成要
素と１対１対応で関連しないことがある。
【００５２】
　[0061]　図４Ａの例において、アプリケーションレイヤエンティティ４１０は、マルチ
メディアコンテンツに関連するＵＳＤ構成要素４２０を与えられ得る。従って、アプリケ
ーションレイヤエンティティ４１０がＧＣＳ－ＡＳ２４５によって選択された特定のサー
ビスに関連するＵＳＤメッセージを受信するとき、ＵＳＤメッセージは、特定のサービス
に必要とされ得る１つまたは複数のＭＢＭＳサービス配信構成要素（例えば、ＦＥＣ構成
要素４３５、コーデック構成要素４４０、およびアクセス制御構成要素４４５）を識別し
得る。従って、アプリケーションレイヤエンティティ４１０は、アプリケーションレイヤ
エンティティ４１０がＧＣＳ－ＡＳ２４５によってブロードキャストされたマルチメディ
アコンテンツを復号するのを支援するために、ＭＢＭＳサービス配信構成要素構成要素４
３０に、１つまたは複数のＭＢＭＳサービス配信構成要素に記憶された１つまたは複数の
ＭＢＭＳサービス配信機能へのアクセスを与えることを要求し得る。
【００５３】
　[0062]　代替的に、図４Ｂに示されているように、ＵＳＤ構成要素４２０は、ＭＢＭＳ
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サービス配信構成要素構成要素４３０の一部であり得る。そのような事例において、アプ
リケーションレイヤエンティティ４１０は、１つまたは複数のＭＢＭＳサービスのアクテ
ィブ化に関連するサービス識別情報（ＩＤ）を受信し得る。アプリケーションレイヤエン
ティティ４１０が、ＧＣＳ－ＡＳ２４５によって送信されたマルチメディアコンテンツに
関連するサービスＩＤを受信するとき、ＭＢＭＳ機能検索構成要素４１５は、指定された
サービスＩＤ(specified service ID)と対応し得る１つまたは複数のＭＢＭＳサービス配
信構成要素（例えば、ＦＥＣ構成要素４３５、コーデック構成要素４４０、および／また
はアクセス制御構成要素４４５）を決定するために、ＵＳＤ構成要素４２０に対してサー
ビスＩＤを相関させることをＭＢＭＳサービス配信構成要素構成要素４３０に要求し得る
。その結果、ＭＢＭＳサービス配信構成要素構成要素４３０は、アプリケーションレイヤ
エンティティ４１０がマルチメディアコンテンツを復号するのを支援するために、要求さ
れたＭＢＭＳサービス構成要素機能をＭＢＭＳ機能検索構成要素４１５に送信し得る。
【００５４】
　[0063]　図５は、ＧＣＳ－ＡＳ２４５と通信しているＢＭ－ＳＣ２２６のブロック図を
示す。いくつかの例において、ＢＭ－ＳＣ２２６は、１つまたは複数のＭＢＭＳサービス
配信機能をＧＣＳ－ＡＳ２４５に与えるためのＭＢＭＳサービス配信管理構成要素(MBMS 
service delivery management component)２５５を含み得る。追加または代替として、Ｇ
ＣＳ－ＡＳ２４５は、ＧＣＳ－ＡＳ２４５に関連するマルチメディアコンテンツのために
、ＢＭ－ＳＣ２２６によってサポートされる少なくとも１つまたは複数のＭＢＭＳサービ
ス配信機能を選択するためのＭＢＭＳサービス選択構成要素(MBMS service selection co
mponent)２５０を含み得る。ＭＢＭＳサービス配信管理構成要素２５５およびＭＢＭＳサ
ービス選択構成要素２５０を参照して説明された技法は、図６を参照して説明されたよう
にプロセッサ（例えば、プロセッサ６０４）およびメモリ（例えば、コンピュータ可読媒
体６０６）を使用して実施され得ると考えられる。
【００５５】
　[0064]　いくつかの例において、ＭＢＭＳサービス選択構成要素２５０は、アプリケー
ションサーバで、ネットワークデバイス（例えば、ＢＭ－ＳＣ２２６）によってサポート
されるＭＢＭＳサービス配信機能を識別するためのＭＢＭＳ機能識別構成要素５５５を含
み得る。いくつかの例において、ＢＭ－ＳＣ２２６によってサポートされるＭＢＭＳサー
ビス配信機能は、コンテンツアクセス制御機能、ブートストラッピング機能、ファイル修
復機能、報告機能、またはそれらの組合せを含み得る。
【００５６】
　[0065]　ＢＭ－ＳＣ２２６によってサポートされるＭＢＭＳサービス配信機能のリスト
から、ＭＢＭＳサービス選択構成要素２５０に関連するＭＢＭＳ機能選択構成要素５６０
は、少なくとも１つまたは複数のＭＢＭＳサービス配信機能を選択し得る。いくつかの例
において、ＭＢＭＳ機能選択構成要素５６０によって選択される１つまたは複数のＭＢＭ
Ｓサービス配信機能は、ネットワークデバイスによってサポートされる全てのＭＢＭＳサ
ービス配信機能のサブセットであり得る（例えば、ＦＥＣ機能およびコーデック機能を選
択する）。
【００５７】
　[0066]　ＭＢＭＳサービス配信機能選択に基づき、サービスアクティブ化要求構成要素
５６５が、アプリケーションサーバとＵＥ１１５との間の通信を確立するために、ＧＣＳ
－ＡＳ２４５、サービスアクティブ化要求をＢＭ－ＳＣ２２６に送信し得る。いくつかの
例において、サービスアクティブ化要求は、選択された少なくとも１つまたは複数のＭＢ
ＭＳサービス配信機能をマルチメディアコンテンツのために含み得る。
【００５８】
　[0067]　従って、ＢＭ－ＳＣ２２６に関連するサービス要求処理構成要素(service req
uest processing component)５３５が、ＧＣＳ－ＡＳ２４５からサービスアクティブ化要
求を受信して処理し得る。サービス認証構成要素(service authentication component)５
４０は、ＧＣＳ－ＡＳ２４５が少なくとも１つまたは複数のＭＢＭＳサービス配信機能に
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ついて認可されるかどうかを決定し得る。上記で説明されたように、サービスのアクティ
ブ化要求メッセージ中で要求される１つまたは複数のＭＢＭＳサービス配信機能は、ＢＭ
－ＳＣ２２６によってサポートされるＭＢＭＳサービス配信機能のサブセットであり得る
。いくつかの例では、ＧＣＳ－ＡＳ２４５がＧＣＳ－ＡＳ２４５によって要求された少な
くとも１つまたは複数のＭＢＭサービス配信機能について認可されると決定することは、
サービスのアクティブ化のための要求中のサービスＩＤを識別することと、サービスＩＤ
が、ネットワーク事業者とＧＣＳ－ＡＳ２４５の事業者との間の合意に基づいてＧＣＳ－
ＡＳ２４５に提供する認可されたサービスに対応するかどうかを決定することとを含み得
る。
【００５９】
　[0068]　１つまたは複数の例において、サービスアクティブ化要求に関連するサービス
ＩＤは、サービスのアクティブ化中に含まれるべき、ネットワークデバイスによってサポ
ートされる第１のＭＢＭＳサービス配信機能（例えば、ＦＥＣ）と、要求から除外される
べき、ネットワークデバイスによってサポートされるＭＢＭＳサービス配信機能のうちの
第２のＭＢＭＳサービス配信機能（例えば、コーデック）とを指定し得る。
【００６０】
　[0069]　いくつかの例において、リソース割振り構成要素(resource allocation compo
nent)５４５は、ＧＣＳ－ＡＳが１つまたは複数のＭＢＭＳサービス配信機能について認
可されると決定することに基づいて、一時モバイルグループ識別情報（ＴＭＧＩ）をＧＣ
Ｓ－ＡＳ２４５に割り振り得る。その結果、ＭＢＭＳサービス配信管理構成要素２５５は
、要求された（１つまたは複数の）サービスのための必要とされるＭＢＭＳサービス配信
機能を識別するユーザサービス記述（ＵＳＤ）を含む、マルチメディアコンテンツに関連
するサービス告知メッセージをＵＥに送信し得る。いくつかの例において、ＭＢＭＳサー
ビス配信管理構成要素２５５は、ＢＭ－ＳＣ２２６で、アプリケーションサーバからＵＥ
１１５に送信されるマルチメディアコンテンツのために少なくとも１つまたは複数のＭＢ
ＭＳサービス配信機能を構成することによって、ＧＣＳ－ＡＳ２４５とＵＥ１１５との間
の通信を確立し得る。いくつかの態様において、ＢＭ－ＳＣによってアプリケーションサ
ーバとＵＥ１１５との間の通信を確立することは、アプリケーションサーバとＵＥ１１５
との間のＭＢＭＳベアラをアクティブ化することを含み得る。
【００６１】
　[0070]　図６は、処理システム６１４を採用する装置６００のためのハードウェア実施
形態の一例を示す概念図である。いくつかの例において、処理システム６１４は、図２を
参照して説明されたＢＭ－ＳＣ２２６またはＧＣＳ－ＡＳ２４５の一例であり得る。すな
わち、処理システム６１４は、ＢＭ－ＳＣ２２６またはＧＣＳ－ＡＳ２４５のために使用
されるハードウェア実施形態の代表であり得る。この例において、処理システム６１４は
、バス６０２で一般に表されるバスアーキテクチャを用いて実施され得る。バス６０２は
、処理システム６１４の特定の適用例および全体的な設計制約に依存して、任意の数の相
互接続バスおよびブリッジを含み得る。バス６０２は、プロセッサ６０４で一般に表され
る１つまたは複数のプロセッサ、コンピュータ可読媒体６０６で一般に表されるコンピュ
ータ可読媒体、ＭＢＭＳサービス選択構成要素２５０、および／またはＭＢＭＳサービス
配信管理構成要素２５５を含む様々な回路を互いにリンクし、それらは、本明細書で説明
される１つまたは複数の方法またはプロシージャを行うように構成され得る。
【００６２】
　[0071]　いくつかの事例において、ＭＢＭＳサービス選択構成要素２５０は、処理シス
テム６１４がＧＣＳ－ＡＳ２４５において使用されるときに実施され得る。他の事例にお
いて、ＭＢＭＳサービス配信管理構成要素２５５は、処理システム６１４がＢＭ－ＳＣ２
２６において使用されるときに実施され得る。一態様において、ＭＢＭＳサービス選択構
成要素２５０および／またはＭＢＭＳサービス配信管理構成要素２５５、並びにそれらの
中の構成要素は、本開示で提示される機能、方法論（例えば、図３の方法３０２、図４の
方法３０４、図８の方法８００、および／または図９の方法９００）、または方法を行う
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ように構成され得る、ハードウェア、ソフトウェア、またはハードウェアとソフトウェア
との組合せを備え得る。
【００６３】
　[0072]　バス６０２はまた、タイミングソース、周辺機器、電圧調整器、および電力管
理回路のような様々な他の回路をリンクし得るが、これら回路は当技術分野においてよく
知られており、従って、これ以上説明されない。バスインターフェース６０８は、バス６
０２とトランシーバ６１０との間のインターフェースを与える。トランシーバ６１０は、
伝送媒体を介して様々な他の装置と通信するための手段を与える。装置の性質に依存して
、ユーザインターフェース６１２（例えば、キーパッド、ディスプレイ、スピーカー、マ
イクロフォン、ジョイスティック）も与えられ得る。処理システム６１４がＢＭ－ＳＣ２
２６として動作する事例において、トランシーバ６１０は、処理システム６１４がＢＭ－
ＳＣ２２６として機能するときに示されるアプリケーションサーバからのサービスのアク
ティブ化のための要求を受信するように構成され得る。いくつかの態様において、アクテ
ィブ化のための要求は、ネットワークデバイスによって提供される少なくとも１つまたは
複数のＭＢＭＳサービス配信機能に対応し得る。トランシーバ６１０は、ＴＭＧＩ割振り
メッセージをＧＣＳ－ＡＳ２４５に送信するようにさらに構成され得る。
【００６４】
　[0073]　代替的に、処理システム６１４がＧＣＳ－ＡＳ２４５として動作する事例にお
いて、トランシーバ６１０は、アプリケーションサーバとＵＥとの間の通信を確立するた
めに、アプリケーションサーバから、サービスアクティブ化要求をネットワークデバイス
に送信するように構成され得る。いくつかの例において、サービス要求は、マルチメディ
アコンテンツのために少なくとも１つまたは複数のＭＢＭＳサービス配信機能についての
要求を含む。
【００６５】
　[0074]　プロセッサ６０４は、バス６０２を管理することと、コンピュータ可読媒体６
０６に記憶されるソフトウェアの実行を含む一般的な処理とを担当する。ソフトウェアは
、プロセッサ６０４によって実行されたとき、処理システム６１４に、特定の装置のため
の以下で説明される様々な機能を行わせる。コンピュータ可読媒体６０６はまた、ソフト
ウェアを実行するときにプロセッサ６０４によって操作されるデータを記憶するために使
用され得る。いくつかの態様では、ＭＢＭＳサービス選択構成要素２５０および／または
ＭＢＭＳサービス配信管理構成要素２５５に関連する機能、方法論、または方法の少なく
とも一部分が、プロセッサ６０４および／またはコンピュータ可読媒体６０６によって行
われまたは実施され得る。
【００６６】
　[0075]　いくつかの例において、コンピュータ可読媒体６０６は、ワイヤレス通信のた
めのコードを記憶し得る。上記で説明されたように、処理システム６１４がＢＭ－ＳＣ２
２６として動作する事例において、コードは、ネットワークデバイスで、アプリケーショ
ンサーバが少なくとも１つまたは複数のＭＢＭＳサービス配信機能について認可されるか
どうかを決定するためにコンピュータ（例えば、プロセッサ６０４）によって実行可能な
命令を備え得る。いくつかの態様において、少なくとも１つまたは複数のＭＢＭＳサービ
ス配信機能は、ネットワークデバイスによってサポートされるＭＢＭＳサービス配信機能
のサブセットであり得る。コードは、アプリケーションサーバが少なくとも１つまたは複
数のＭＢＭＳサービス配信機能について認可されると決定することに基づいて、ＴＭＧＩ
をアプリケーションサーバに割り振るためにコンピュータ（例えば、プロセッサ６０４）
によって実行可能な命令をさらに備え得る。
【００６７】
　[0076]　処理システム６１４がＧＣＳ－ＡＳ２４５として動作する事例において、コー
ドは、アプリケーションサーバで、ネットワークデバイスによってサポートされるＭＢＭ
Ｓサービス配信機能を識別するためにコンピュータ（例えば、プロセッサ６０４）によっ
て実行可能な命令を備え得る。コードは、アプリケーションサーバで、アプリケーション
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サーバに関連するマルチメディアコンテンツのために、ネットワークデバイスによってサ
ポートされるＭＢＭＳサービス配信機能から少なくとも１つまたは複数のＭＢＭＳサービ
ス配信機能を選択することをさらに含み得る。
【００６８】
　[0001]　図７は、様々な構成要素を含み得るＵＥ１１５の実施形態の一例を説明し、様
々な構成要素のうちのいくつかは、上記で既に説明されたが、１つまたは複数のバス７４
４を介して通信している１つまたは複数のプロセッサ７１２およびメモリ７１６およびト
ランシーバ７０２のような構成要素を含み、それらは、本開示の１つまたは複数の方法を
含めることに関係する本明細書で説明される機能のうちの１つまたは複数を可能にするよ
うにＭＢＭＳ通信構成要素２６０とともに動作し得る。さらに、１つまたは複数のプロセ
ッサ７１２、モデム７１４、メモリ７１６、トランシーバ７０２、ＲＦフロントエンド７
８８、および１つまたは複数のアンテナ７８６は、１つまたは複数の無線アクセス技術に
おいて音声および／またはデータ呼を（同時にまたは非同時に）サポートするように構成
され得る。
【００６９】
　[0002]　一態様において、１つまたは複数のプロセッサ７１２は、１つまたは複数のモ
デムプロセッサを使用するモデム７１４を含むことができる。ＭＢＭＳ通信構成要素２６
０に関係する様々な機能は、モデム７１４および／またはプロセッサ７１２に含まれ得、
一態様において、単一のプロセッサによって実行され得る一方で、他の態様において、そ
れら機能のうちの異なる機能が、２つまたはそれ以上の異なるプロセッサの組合せによっ
て実行され得る。例えば、一態様において、１つまたは複数のプロセッサ７１２は、トラ
ンシーバ７０２に関連するモデムプロセッサ、またはベースバンドプロセッサ、またはデ
ジタル信号プロセッサ、または送信プロセッサ、または受信プロセッサ、またはトランシ
ーバプロセッサのうちのいずれか１つまたは任意の組合せを含み得る。他の態様では、Ｍ
ＢＭＳ通信構成要素２６０に関連する１つまたは複数のプロセッサ７１２および／または
モデム７１４の特徴のうちのいくつかが、トランシーバ７０２によって行われ得る。
【００７０】
　[0003]　上述のように、ＭＢＭＳ通信構成要素２６０は、アプリケーションレイヤエン
ティティ４１０と、ＭＢＭＳサービス配信構成要素４３０と、通信確立構成要素４５０と
を含み得る。また、メモリ７１６は、本明細書で使用されるデータ、並びに／あるいは少
なくとも１つのプロセッサ７１２によって実行されるアプリケーション７７５のローカル
バージョンまたはＭＢＭＳ通信構成要素２６０および／またはそれの副構成要素のうちの
１つまたは複数を記憶するように構成され得る。メモリ７１６は、ランダムアクセスメモ
リ（ＲＡＭ）、読取り専用メモリ（ＲＯＭ）、テープ、磁気ディスク、光ディスク、揮発
性メモリ、不揮発性メモリ、およびそれらの任意の組合せのような、コンピュータまたは
少なくとも１つのプロセッサ７１２によって使用可能な任意のタイプのコンピュータ可読
媒体を含むことができる。一態様において、例えば、メモリ７１６は、ＭＢＭＳ通信構成
要素２６０および／またはそれの副構成要素のうちの１つまたは複数を定義する１つまた
は複数のコンピュータ実行可能コードを記憶する、非一時的コンピュータ可読記憶媒体で
あり得る。
【００７１】
　[0004]　トランシーバ７０２は、少なくとも１つの受信機７０６と少なくとも１つの送
信機７０８とを含み得る。受信機７０６は、データを受信するためのプロセッサによって
実行可能なハードウェア、ファームウェア、および／またはソフトウェアコードを含み得
、コードは、命令を備え、メモリ（例えば、コンピュータ可読媒体）に記憶される。受信
機７０６は、例えば、無線周波数（ＲＦ）受信機であり得る。一態様において、受信機７
０６は、少なくとも１つのＡＰ１０５によって送信された信号を受信し得る。さらに、受
信機７０６は、そのような受信された信号を処理し得、また、限定されないが、Ｅｃ／Ｉ
ｏ、ＳＮＲ、ＲＳＲＰ、ＲＳＳＩのような、信号の測定値を取得し得る。送信機７０８は
、データを送信するためのプロセッサによって実行可能なハードウェア、ファームウェア
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、および／またはソフトウェアコードを含み得、コードは、命令を備え、メモリ（例えば
、コンピュータ可読媒体）に記憶される。送信機７０８の好適な例は、限定されないが、
ＲＦ送信機を含み得る。
【００７２】
　[0005]　その上、一態様において、ＵＥ１１５はＲＦフロントエンド７８８を含み得、
ＲＦフロントエンド７８８は、無線送信、例えば、少なくとも１つのＡＰ１０５によって
送信されたワイヤレス通信または別のＵＥ１１５によって送信されたワイヤレス送信を、
受信および送信するための１つまたは複数のアンテナ７８６およびトランシーバ７０２と
の通信において動作し得る。ＲＦフロントエンド７８８は、１つまたは複数のアンテナ７
８６に接続され得、ＲＦ信号を送信および受信するための１つまたは複数の低雑音増幅器
（ＬＮＡ）７９０と、１つまたは複数のスイッチ７９２および７９４と、１つまたは複数
の電力増幅器（ＰＡ）７９８と、１つまたは複数のフィルタ７９６とを含むことができる
。
【００７３】
　[0006]　一態様において、ＬＮＡ７９０は、受信信号を所望の出力レベルに増幅できる
。一態様において、各ＬＮＡ７９０は、指定された最小および最大利得値を有し得る。一
態様において、ＲＦフロントエンド７８８は、特定の適用例のための所望の利得値に基づ
いて特定のＬＮＡ７９０およびその指定された利得値を選択するために、１つまたは複数
のスイッチ７９２を使用し得る。
【００７４】
　[0007]　さらに、例えば、１つまたは複数のＰＡ７９８は、ＲＦ出力のための信号を所
望の出力電力レベルに増幅するために、ＲＦフロントエンド７８８によって使用され得る
。一態様において、各ＰＡ７９８は、指定された最小および最大利得値を有し得る。一態
様において、ＲＦフロントエンド７８８は、特定の適用例のための所望の利得値に基づい
て特定のＰＡ７９８およびその指定された利得値を選択するために、１つまたは複数のス
イッチ７９２を使用し得る。
【００７５】
　[0008]　また、例えば、１つまたは複数のフィルタ７９６が、受信信号をフィルタして
入力ＲＦ信号を取得するためにＲＦフロントエンド７８８によって使用され得る。同様に
、一態様では、例えば、それぞれのフィルタ７９６が、それぞれのＰＡ７９８からの出力
をフィルタして送信のための出力信号を生成するために使用され得る。一態様において、
各フィルタ７９６は、特定のＬＮＡ７９０および／またはＰＡ７９８に接続され得る。一
態様において、ＲＦフロントエンド７８８は、トランシーバ７０２および／またはプロセ
ッサ７１２によって指定される構成に基づいて、指定されたフィルタ７９６、ＬＮＡ７９
０、および／またはＰＡ７９８を使用する送信または受信経路を選択するために、１つま
たは複数のスイッチ７９２、７９４を使用できる。
【００７６】
　[0009]　従って、トランシーバ７０２は、ＲＦフロントエンド７８８を介して１つまた
は複数のアンテナ７８６を通してワイヤレス信号を送信および受信するように構成され得
る。一態様において、トランシーバは、ＳＴＡ１１５が、例えば、１つまたは複数のＡＰ
１０５あるいは１つまたは複数のＡＰ１０５に関連する１つまたは複数のセルと通信でき
るように、指定された周波数で動作するように調整され得る。一態様において、例えば、
モデム１０１４は、ＡＰ１０５のＡＰ構成とモデム７１４によって使用される通信プロト
コルとに基づいて、指定された周波数および電力レベルで動作するようにトランシーバ７
０２を構成できる。
【００７７】
　[0010]　一態様において、モデム７１４は、デジタルデータがトランシーバ７０２を使
用して送信および受信されるように、デジタルデータを処理し、トランシーバ７０２と通
信できる、マルチバンドマルチモードモデムであり得る。一態様において、モデム７１４
は、マルチバンドであり得、特定の通信プロトコルのための複数の周波数帯域をサポート
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するように構成され得る。一態様において、モデム７１４は、マルチモードであり得、複
数の動作ネットワークおよび通信プロトコルをサポートするように構成され得る。一態様
において、モデム７７４は、指定されたモデム構成に基づいてネットワークからの信号の
送信および／または受信を可能にするために、ＵＥ１１５の１つまたは複数の構成要素（
例えば、ＲＦフロントエンド７８８、トランシーバ７０２）を制御できる。一態様におい
て、モデム構成は、モデムのモードと使用中の周波数帯域とに基づき得る。
【００７８】
　[0077]　図８は、本開示の態様による、ワイヤレス通信の方法８００の一例を概念的に
示すフローチャートである。明確さのために、方法８００は、図１～図３を参照して説明
された、ＢＭ－ＳＣ２２６に関して以下で説明される。
【００７９】
　[0078]　ブロック８０５で、方法８００は、ネットワークデバイスで、示されたアプリ
ケーションサーバからサービスのアクティブ化のための要求を受信することを含み得、こ
こにおいて、アクティブ化のための要求は、ネットワークデバイスによって提供される少
なくとも１つまたは複数のＭＢＭＳサービス配信機能に対応する。ブロック８０５の態様
は、図５および６を参照して説明されたように、サービス要求処理構成要素５３５および
／またはトランシーバ６１０によって行われ得る。
【００８０】
　[0079]　ブロック８１０で、方法８００は、ネットワークデバイスで、アプリケーショ
ンサーバが少なくとも１つまたは複数のＭＢＭＳサービス配信機能について認可されると
決定することを含み得る。少なくとも１つまたは複数のＭＢＭＳサービス配信機能は、ネ
ットワークデバイスによってサポートされるＭＢＭＳサービス配信機能のサブセットであ
り得る。ブロック８１０の態様は、図５を参照して説明されたサービス認証構成要素５４
０によって行われ得る。
【００８１】
　[0080]　ブロック８１５で、方法８００は、アプリケーションサーバが認可されるとい
う決定に応答して、一時モバイルグループ識別情報（ＴＭＧＩ）をアプリケーションサー
バに割り振ることを含み得る。ブロック８１０の態様は、図５を参照して説明されたリソ
ース割振り構成要素５４５によって行われ得る。
【００８２】
　[0081]　図９は、本開示の態様による、ワイヤレス通信の方法９００の一例を概念的に
示すフローチャートである。明確さために、方法９００は、図１～図３を参照して説明さ
れた、ＧＣＳ－ＡＳのうちの１つに関して以下で説明される。
【００８３】
　[0082]　ブロック９０５で、方法９００は、アプリケーションサーバで、ネットワーク
デバイスによってサポートされるＭＢＭＳサービス配信機能を識別することを含み得る。
ブロック９０５の態様は、図５を参照して説明されたようにＭＢＭＳ機能識別構成要素５
５５によって行われ得る。
【００８４】
　[0083]　ブロック９１０で、方法９００は、アプリケーションサーバで、アプリケーシ
ョンサーバに関連するマルチメディアコンテンツのために、ネットワークデバイスによっ
てサポートされるＭＢＭＳサービス配信機能から少なくとも１つまたは複数のＭＢＭＳサ
ービス配信機能を選択することを含み得る。ブロック９１０の態様は、図５を参照して説
明されたＢＭＳ機能選択構成要素５６０によって行われ得る。
【００８５】
　[0084]　ブロック９１５で、方法９００は、アプリケーションサーバとユーザ機器（Ｕ
Ｅ）との間の通信を確立するために、アプリケーションサーバから、サービスアクティブ
化要求をネットワークデバイスに送信することを含み得る。いくつかの例において、サー
ビス要求は、マルチメディアコンテンツのための選択された少なくとも１つまたは複数の
ＭＢＭＳサービス配信機能を含む。ブロック９１５の態様は、図５を参照して説明された
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サービスアクティブ化要求構成要素５６５によって行われ得る。
【００８６】
　[0085]　図１０は、本開示の態様による、ワイヤレス通信の方法１０００の一例を概念
的に示すフローチャートである。明確さのために、方法１０００は、図１～図３を参照し
て説明された、１つまたは複数のＵＥ１１５に関して以下で説明される。
【００８７】
　[0086]　ブロック１００５で、方法１０００は、ネットワークデバイスを介してアプリ
ケーションサーバとの通信セッションを確立することを含み得る。ブロック１００５の態
様は、図４を参照して説明されたように通信確立構成要素４５０によって行われ得る。い
くつかの例において、通信確立構成要素４５０は、図７を参照して説明されたトランシー
バ７１０の一部であり得る。
【００８８】
　[0087]　ブロック１０１０で、方法１０００は、ＵＥで、アプリケーションサーバによ
って送信されたマルチメディアコンテンツに関連するユーザサービス記述（ＵＳＤ）メッ
セージを受信することを含み得る。ＵＳＤメッセージは、マルチメディアコンテンツのた
めにネットワークデバイスによって適用される少なくとも１つまたは複数のＭＢＭＳサー
ビス配信機能を識別し得る。ブロック１０１５の態様は、図４を参照して説明されたよう
に通信確立構成要素４５０によって行われ得る。
【００８９】
　[0088]　ブロック１０１５で、方法１０００は、ＵＳＤメッセージに基づいて、少なく
とも１つまたは複数のサービス配信機能の使用をＵＥメモリに要求することを含み得る。
いくつかの態様において、少なくとも１つまたは複数のサービス配信機能は、ＵＥがマル
チメディアコンテンツを復号するのを支援し得る。ブロック１０１５の態様は、図４を参
照して説明されたようにＭＢＭＳ機能検索構成要素４１５によって行われ得る。
【００９０】
　[0089]　添付の図面に関して上記された詳細な説明は、例示的な具体例について説明し
ており、実施され得るまたは特許請求の範囲内に入る全ての具体例を表すとは限らない。
この説明で使用される「例示的」という用語は、「例、事例、または例示の働きをするこ
と」を意味し、「好ましい」または「他の具体例よりも有利な」を意味しない。詳細な説
明は、説明された技法の理解を与えるための具体的な詳細を含む。但し、これらの技法は
、これらの具体的な詳細なしに実施され得る。いくつかの事例では、説明された具体例の
概念を不明瞭にすることを回避するために、よく知られている構造およびデバイスがブロ
ック図の形式で示されている。
【００９１】
　[0090]　情報および信号が、様々な異なる技術および技法のいずれかを使用して表され
得る。例えば、上記の説明全体にわたって言及され得るデータ、命令、コマンド、情報、
信号、ビット、シンボル、およびチップは、電圧、電流、電磁波、磁界または磁性粒子、
光場または光学粒子、あるいはそれらの任意の組合せによって表され得る。
【００９２】
　[0091]　本明細書の開示に関して説明された様々な例示的なブロックおよび構成要素は
、汎用プロセッサ、デジタル信号プロセッサ（ＤＳＰ）、ＡＳＩＣ、ＦＰＧＡまたは他の
プログラマブル論理デバイス、個別ゲートまたはトランジスタ論理、個別ハードウェア構
成要素、あるいは本明細書で説明された機能を行うように設計されたそれらの任意の組合
せを用いて実施または行われ得る。汎用プロセッサはマイクロプロセッサであり得るが、
代替として、プロセッサは、任意の従来のプロセッサ、コントローラ、マイクロコントロ
ーラ、または状態マシンであり得る。プロセッサは、コンピューティングデバイスの組合
せ（例えば、ＤＳＰとマイクロプロセッサとの組合せ、複数のマイクロプロセッサ、ＤＳ
Ｐコアと連携する１つまたは複数のマイクロプロセッサ、または任意の他のそのような構
成）としても実施され得る。
【００９３】
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　[0092]　本明細書で説明された機能は、ハードウェア、プロセッサによって実行される
ソフトウェア、ファームウェア、またはそれらの組合せで実施され得る。プロセッサによ
って実行されるソフトウェアで実施される場合、機能は、１つまたは複数の命令またはコ
ードとして、コンピュータ可読媒体上に記憶されるか、またはコンピュータ可読媒体を介
して送信され得る。他の例および実施形態は、本開示の範囲内および添付の特許請求の範
囲内に入る。例えば、ソフトウェアの性質により、上記で説明された機能は、プロセッサ
によって実行されるソフトウェア、ハードウェア、ファームウェア、ハードワイヤリング
、またはこれらのうちのいずれかの組合せを使用して実施され得る。機能を実施する特徴
はまた、機能の部分が、異なる物理的ロケーションで実施されるように分散されることを
含めて、様々な位置に物理的に配置され得る。また、特許請求の範囲を含めて、本明細書
で使用される場合、項目の列挙（例えば、「のうちの少なくとも１つ」あるいは「のうち
の１つまたは複数」のような句で終わる項目の列挙）中で使用される「または」は、例え
ば、Ａ、Ｂ、またはＣのうちの少なくとも１つの列挙が、ＡまたはＢまたはＣまたはＡＢ
またはＡＣまたはＢＣまたはＡＢＣ（すなわち、ＡおよびＢおよびＣ）を意味するような
包括的列挙を示す。
【００９４】
　[0093]　コンピュータ可読媒体は、ある場所から別の場所へのコンピュータプログラム
の転送を可能にする任意の媒体を含む、コンピュータ記憶媒体と通信媒体の両方を含む。
記憶媒体は、汎用または専用コンピュータによってアクセスされ得る任意の利用可能な媒
体であり得る。限定でなく例として、コンピュータ可読媒体は、ＲＡＭ、ＲＯＭ、電気的
消去可能プログラマブル読取り専用メモリ（ＥＥＰＲＯＭ（登録商標））、コンパクトデ
ィスク（ＣＤ）ＲＯＭまたは他の光ディスクストレージ、磁気ディスクストレージまたは
他の磁気ストレージデバイス、あるいは命令またはデータ構造の形態の所望のプログラム
コード手段を搬送または記憶するために使用され得、汎用もしくは専用コンピュータ、ま
たは汎用もしくは専用プロセッサによってアクセスされ得る、任意の他の媒体を備えるこ
とができる。また、いかなる接続もコンピュータ可読媒体と適切に呼ばれる。例えば、ソ
フトウェアが、同軸ケーブル、光ファイバーケーブル、ツイストペア、デジタル加入者回
線（ＤＳＬ）、または赤外線、無線、およびマイクロ波のようなワイヤレス技術を使用し
て、ウェブサイト、サーバ、または他のリモートソースから送信される場合、同軸ケーブ
ル、光ファイバーケーブル、ツイストペア、ＤＳＬ、または赤外線、無線、およびマイク
ロ波のようなワイヤレス技術は、媒体の定義に含まれる。本明細書で使用されるディスク
（disk）およびディスク（disc）は、ＣＤ、レーザーディスク（登録商標）（disc）、光
ディスク（disc）、デジタル多用途ディスク（disc）（ＤＶＤ）、フロッピー（登録商標
）ディスク（disk）およびＢｌｕ－ｒａｙ（登録商標）ディスク（disc）を含み、ここで
、ディスク（disk）は、通常、データを磁気的に再生し、ディスク（disc）は、データを
レーザーで光学的に再生する。上記の組合せもコンピュータ可読媒体の範囲内に含まれる
。
【００９５】
　[0094]　本開示についての以上の説明は、当業者が本開示を作成または使用可能にする
ために与えられている。本開示への様々な変更は当業者には容易に明らかとなり、本明細
書で定義された一般原理は、本開示の範囲から逸脱することなく他の変形形態に適用され
得る。従って、本開示は、本明細書で説明された例および設計に限定されるべきでなく、
本明細書で開示された原理および新規の特徴に合致する最も広い範囲を与えられるべきで
ある。
【００９６】
　[0095]　本明細書で説明された技法は、符号分割多元接続（ＣＤＭＡ）、時分割多元接
続（ＴＤＭＡ）、周波数分割多元接続（ＦＤＭＡ）、直交周波数分割多元接続（ＯＦＤＭ
Ａ）、シングルキャリア周波数分割多元接続（ＳＣ－ＦＤＭＡ）、および他のシステムな
ど、様々なワイヤレス通信システムのために使用され得る。「システム」および「ネット
ワーク」という用語は、しばしば同義で使用される。ＣＤＭＡシステムは、ＣＤＭＡ２０



(27) JP 6633178 B2 2020.1.22

10

20

30

40

50

００、ユニバーサル地上波無線アクセス（ＵＴＲＡ：Universal Terrestrial Radio Acce
ss）のような無線技術を実施し得る。ＣＤＭＡ２０００は、ＩＳ－２０００、ＩＳ－９５
、およびＩＳ－８５６規格をカバーする。ＩＳ－２０００リリース０およびＡは、一般に
、ＣＤＭＡ２０００　１Ｘ、１Ｘなどと呼ばれる。ＩＳ－８５６（ＴＩＡ－８５６）は、
一般に、ＣＤＭＡ２０００　１ｘＥＶ－ＤＯ、高速パケットデータ（ＨＲＰＤ：High Rat
e Packet Data）などと呼ばれる。ＵＴＲＡは、広帯域ＣＤＭＡ（ＷＣＤＭＡ（登録商標
））およびＣＤＭＡの他の変形態を含む。ＴＤＭＡシステムは、モバイル通信用グローバ
ルシステム（ＧＳＭ（登録商標））のような無線技術を実施し得る。ＯＦＤＭＡシステム
は、ウルトラモバイルブロードバンド（ＵＭＢ：Ultra Mobile Broadband）、発展型ＵＴ
ＲＡ（Ｅ－ＵＴＲＡ：Evolved UTRA）、ＩＥＥＥ８０２．１１（Ｗｉ－Ｆｉ）、ＩＥＥＥ
８０２．１６（ＷｉＭＡＸ（登録商標））、ＩＥＥＥ８０２．２０、Ｆｌａｓｈ－ＯＦＤ
Ｍのような無線技術を実施し得る。ＵＴＲＡおよびＥ－ＵＴＲＡは、ユニバーサルモバイ
ルテレコミュニケーションズシステム（ＵＭＴＳ：Universal Mobile Telecommunication
s system）の一部である。３ＧＰＰロングタームエボリューション（ＬＴＥ）およびＬＴ
Ｅアドバンスト（ＬＴＥ－Ａ）は、Ｅ－ＵＴＲＡを使用するユニバーサルモバイルテレコ
ミュニケーションズシステム（ＵＭＴＳ）の新しいリリースである。ＵＴＲＡ、Ｅ－ＵＴ
ＲＡ、ＵＭＴＳ、ＬＴＥ、ＬＴＥ－Ａ、およびモバイル通信用グローバルシステム（ＧＳ
Ｍ）は、「第３世代パートナーシッププロジェクト」（３ＧＰＰ：3rd Generation Partn
ership Project）と称する団体からの文書に記載されている。ＣＤＭＡ２０００およびＵ
ＭＢは、「第３世代パートナーシッププロジェクト２」（３ＧＰＰ２：3rd Generation P
artnership Project 2）と称する団体からの文書に記載されている。本明細書で説明され
た技法は、上述のシステムおよび無線技術、並びに他のシステムおよび無線技術のために
使用され得る。但し、上記の説明は、例としてＬＴＥシステムについて説明し、上記の説
明の大部分においてＬＴＥ用語が使用されるが、本技法はＬＴＥ適用例以外に適用可能で
ある。
　以下に本願の出願当初の特許請求の範囲に記載された発明を付記する。
[Ｃ１]　ワイヤレス通信システムにおけるマルチメディアブロードキャストおよびマルチ
キャストサービス（ＭＢＭＳ）動作のための方法であって、
　ネットワークデバイスで、アプリケーションサーバからサービスのアクティブ化のため
の要求を受信することと、ここにおいて、アクティブ化のための前記要求が、前記ネット
ワークデバイスによって提供される少なくとも１つまたは複数のＭＢＭＳサービス配信機
能に対応する、
　前記ネットワークデバイスで、前記アプリケーションサーバが前記少なくとも１つまた
は複数のＭＢＭＳサービス配信機能について認可されると決定することと、ここにおいて
、前記少なくとも１つまたは複数のＭＢＭＳサービス配信機能が、前記ネットワークデバ
イスによってサポートされる前記ＭＢＭＳサービス配信機能のサブセットである、
　前記アプリケーションサーバが認可されるという決定に応答して、一時モバイルグルー
プ識別情報（ＴＭＧＩ）を前記アプリケーションサーバに割り振ることと
を備える、方法。
[Ｃ２]　前記アプリケーションサーバが前記アプリケーションサーバによって要求された
前記少なくとも１つまたは複数のＭＢＭＳサービス配信機能について認可されると決定す
ることは、
　前記サービスのアクティブ化のための前記要求中のサービス識別情報（ＩＤ）を識別す
ることと、
　前記サービスＩＤが、ネットワーク事業者と前記アプリケーションサーバの事業者との
間の合意に基づいて前記アプリケーションサーバに提供する認可されたサービスに対応す
るかどうかを決定することと
を備える、Ｃ１に記載の方法。
[Ｃ３]　前記サービスＩＤが、サービスの前記アクティブ化中に含まれるべき、前記ネッ
トワークデバイスによってサポートされる前記ＭＢＭＳサービス配信機能のうちの第１の
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ＭＢＭＳサービス配信機能と、前記要求から除外されるべき、前記ネットワークデバイス
によってサポートされる前記ＭＢＭＳサービス配信機能のうちの第２のＭＢＭＳサービス
配信機能とを指定する、Ｃ２に記載の方法。
[Ｃ４]　前記ネットワークデバイスによって、マルチメディアコンテンツに関連するサー
ビス告知メッセージをユーザ機器（ＵＥ）に送信することをさらに備え、ここにおいて、
前記サービス告知メッセージが、前記サービスのための必要とされるＭＢＭＳサービス配
信機能を識別するユーザサービス記述を含む、
Ｃ１に記載の方法。
[Ｃ５]　前記ネットワークデバイスで、前記アプリケーションサーバからユーザ機器（Ｕ
Ｅ）に送信されるマルチメディアコンテンツのために前記少なくとも１つまたは複数のＭ
ＢＭＳサービス配信機能を構成することによって、前記アプリケーションサーバと前記Ｕ
Ｅとの間の通信を確立すること
をさらに備える、Ｃ１に記載の方法。
[Ｃ６]　前記ネットワークデバイスによって前記アプリケーションサーバと前記ＵＥとの
間の通信を確立することが、
　前記アプリケーションサーバと前記ＵＥとの間のＭＢＭＳベアラをアクティブ化するこ
と
を備える、Ｃ５に記載の方法。
[Ｃ７]　前記少なくとも１つまたは複数のＭＢＭＳサービス配信機能が、
　コンテンツアクセス制御機能、
　ブートストラッピング機能、
　ファイル修復機能、
　報告機能、または
　それらの組合せ
を含む、Ｃ１に記載の方法。
[Ｃ８]　前記ネットワークデバイスがブロードキャスト／マルチキャストサービスセンタ
ー（ＢＭ－ＳＣ）である、Ｃ１に記載の方法。
[Ｃ９]　前記アプリケーションサーバがサードパーティ通信システムアプリケーションサ
ーバである、Ｃ１に記載の方法。
[Ｃ１０]　前記サードパーティ通信システムアプリケーションサーバがグループ通信サー
ビスアプリケーションサーバ（ＧＣＳ　ＡＳ）である、Ｃ９に記載の方法。
[Ｃ１１]　前記アプリケーションサーバと前記ネットワークデバイスとが、メディアベア
ラ（ＭＢ２）インターフェースを介して通信する、Ｃ１に記載の方法。
[Ｃ１２]　ワイヤレス通信システムにおけるマルチメディアブロードキャストおよびマル
チキャストサービス（ＭＢＭＳ）動作のための方法であって、
　アプリケーションサーバで、ネットワークデバイスによってサポートされるＭＢＭＳサ
ービス配信機能を識別することと、
　前記アプリケーションサーバで、前記アプリケーションサーバに関連するマルチメディ
アコンテンツのために、前記ネットワークデバイスによってサポートされる前記ＭＢＭＳ
サービス配信機能から少なくとも１つまたは複数のＭＢＭＳサービス配信機能を選択する
ことと、
　前記アプリケーションサーバとユーザ機器（ＵＥ）との間の通信を確立するために、前
記アプリケーションサーバから、サービスアクティブ化要求を前記ネットワークデバイス
に送信することと、ここにおいて、前記サービスアクティブ化要求が、前記マルチメディ
アコンテンツのための前記選択された少なくとも１つまたは複数のＭＢＭＳサービス配信
機能を含む、
を備える、方法。
[Ｃ１３]　前記サービスアクティブ化要求に応答して、前記ネットワークデバイスから、
割り振られた一時モバイルグループ識別情報（ＴＭＧＩ）応答メッセージを受信すること
をさらに備え、ここにおいて、前記割り振られたＴＭＧＩメッセージは、前記アプリケー
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ションサーバが前記少なくとも１つまたは複数のＭＢＭＳサービス配信機能にサブスクラ
イブすることを認証されるかどうかを識別する、
Ｃ１２に記載の方法。
[Ｃ１４]　マルチメディアブロードキャストおよびマルチキャストサービス（ＭＢＭＳ）
のためのユーザ機器（ＵＥ）でのワイヤレス通信のための方法であって、
　ネットワークデバイスを介してアプリケーションサーバとの通信セッションを確立する
ことと、
　前記ＵＥで、前記アプリケーションサーバによって送信されたマルチメディアコンテン
ツに関連するユーザサービス記述（ＵＳＤ）を含むサービス告知メッセージを受信するこ
とと、ここにおいて、前記ＵＳＤが、前記マルチメディアコンテンツのためにネットワー
クデバイスによって適用される少なくとも１つまたは複数のＭＢＭＳサービス配信機能を
識別する、
　前記ＵＳＤに基づいて、少なくとも１つまたは複数のサービス配信機能の使用をＵＥメ
モリに要求することと、ここにおいて、前記少なくとも１つまたは複数のサービス配信機
能は、前記ＵＥが前記マルチメディアコンテンツを復号するのを支援する、
を備える、方法。
[Ｃ１５]　前記ＵＳＤが、アプリケーションレイヤシグナリングを使用して前記ＵＥのア
プリケーションレイヤに与えられ、
　ここにおいて、前記ＵＥメモリから前記少なくとも１つまたは複数のサービス配信機能
を検索することは、前記ＵＥにおける下位レイヤが前記少なくとも１つまたは複数のサー
ビス配信機能を前記アプリケーションレイヤに送ることを、前記アプリケーションレイヤ
に要求させることを備える、
Ｃ１４に記載の方法。
[Ｃ１６]　前記ＵＥのアプリケーションレイヤで、前記ＵＳＤに関連するサービス識別情
報（ＩＤ）を受信することをさらに備え、ここにおいて、前記アプリケーションレイヤが
、下位レイヤに、前記サービスＩＤに関連する前記少なくとも１つまたは複数のサービス
配信機能を検索するように要求する、
Ｃ１４に記載の方法。
[Ｃ１７]　前記下位レイヤが、前記ネットワークデバイスから受信された前記ＵＳＤに対
して前記サービスＩＤを相関させることによって、前記サービスＩＤに関連する前記少な
くとも１つまたは複数のサービス配信機能を検索する、Ｃ１６に記載の方法。
[Ｃ１８]　前記少なくとも１つまたは複数のサービス配信機能の使用を前記ＵＥメモリに
要求することが、
　前記１つまたは複数のサービス配信機能に関連する少なくとも１つまたは複数のＭＢＭ
Ｓサービス配信構成要素を識別することと、
　前記アプリケーションレイヤのために前記１つまたは複数のサービス配信機能を検索す
るために前記少なくとも１つまたは複数のＭＢＭＳサービス配信構成要素にアクセスする
ことと
を備える、Ｃ１４に記載の方法。
[Ｃ１９]　ワイヤレス通信システムにおけるマルチメディアブロードキャストおよびマル
チキャストサービス（ＭＢＭＳ）動作のための装置であって、
　命令を記憶するように構成されるメモリと、
　前記メモリと通信可能に結合されたプロセッサとを備え、前記プロセッサは、
　　ネットワークデバイスで、アプリケーションサーバからサービスのアクティブ化のた
めの要求を受信することと、ここにおいて、アクティブ化のための前記要求が、前記ネッ
トワークデバイスによって提供される少なくとも１つまたは複数のＭＢＭＳサービス配信
機能に対応する、
　　前記ネットワークデバイスで、前記アプリケーションサーバが前記少なくとも１つま
たは複数のＭＢＭＳサービス配信機能について認可されると決定することと、ここにおい
て、前記少なくとも１つまたは複数のＭＢＭＳサービス配信機能が、前記ネットワークデ
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バイスによってサポートされる前記ＭＢＭＳサービス配信機能のサブセットである、
　　前記アプリケーションサーバが認可されるという決定に応答して、一時モバイルグル
ープ識別情報（ＴＭＧＩ）を前記アプリケーションサーバに割り振ることと
　をするための前記命令を実行するように構成される、
装置。
[Ｃ２０]　前記アプリケーションサーバが前記アプリケーションサーバによって要求され
た前記少なくとも１つまたは複数のＭＢＭＳサービス配信機能について認可されると決定
するための前記命令を実行するように構成される前記プロセッサは、
　前記サービスのアクティブ化のための前記要求中のサービス識別情報（ＩＤ）を識別す
ることと、
　前記サービスＩＤが、ネットワーク事業者と前記アプリケーションサーバの事業者との
間の合意に基づいて前記アプリケーションサーバに提供する認可されたサービスに対応す
るかどうかを決定することと
をするための前記命令を実行するようにさらに構成される、Ｃ１９に記載の装置。
[Ｃ２１]　前記サービスＩＤが、サービスの前記アクティブ化中に含まれるべき、前記ネ
ットワークデバイスによってサポートされる前記ＭＢＭＳサービス配信機能のうちの第１
のＭＢＭＳサービス配信機能と、前記要求から除外されるべき、前記ネットワークデバイ
スによってサポートされる前記ＭＢＭＳサービス配信機能のうちの第２のＭＢＭＳサービ
ス配信機能とを指定する、Ｃ２０に記載の装置。
[Ｃ２２]　前記プロセッサが、
　前記ネットワークデバイスによって、マルチメディアコンテンツに関連するサービス告
知メッセージをユーザ機器（ＵＥ）に送信するための前記命令を実行するようにさらに構
成され、ここにおいて、前記サービス告知メッセージが、前記サービスのための必要とさ
れるＭＢＭＳサービス配信機能を識別するユーザサービス記述を含む、
Ｃ１９に記載の装置。
[Ｃ２３]　前記プロセッサが、
　前記ネットワークデバイスで、前記アプリケーションサーバからユーザ機器（ＵＥ）に
送信されるマルチメディアコンテンツのために前記少なくとも１つまたは複数のＭＢＭＳ
サービス配信機能を構成することによって、前記アプリケーションサーバと前記ＵＥとの
間の通信を確立するための前記命令を実行するようにさらに構成される、Ｃ１９に記載の
装置。
[Ｃ２４]　前記ネットワークデバイスによって前記アプリケーションサーバと前記ＵＥと
の間の通信を確立するための前記命令を実行するように構成される前記プロセッサが、
　前記アプリケーションサーバと前記ＵＥとの間のＭＢＭＳベアラをアクティブ化するた
めの前記命令を実行するようにさらに構成される、Ｃ２３に記載の装置。
[Ｃ２５]　前記少なくとも１つまたは複数のＭＢＭＳサービス配信機能が、
　コンテンツアクセス制御機能、
　ブートストラッピング機能、
　ファイル修復機能、
　報告機能、または
　それらの組合せ
を含む、Ｃ１９に記載の装置。
[Ｃ２６]　前記ネットワークデバイスがブロードキャスト／マルチキャストサービスセン
ター（ＢＭ－ＳＣ）である、Ｃ１９に記載の装置。
[Ｃ２７]　前記アプリケーションサーバがサードパーティ通信システムアプリケーション
サーバである、Ｃ１９に記載の装置。
[Ｃ２８]　前記サードパーティ通信システムアプリケーションサーバがグループ通信サー
ビスアプリケーションサーバ（ＧＣＳ　ＡＳ）である、Ｃ２７に記載の装置。
[Ｃ２９]　前記アプリケーションサーバと前記ネットワークデバイスとが、ＭＢ２インタ
ーフェースを介して通信する、Ｃ１９に記載の装置。



(31) JP 6633178 B2 2020.1.22

10

20

30

40

50

[Ｃ３０]　ワイヤレス通信システムにおけるマルチメディアブロードキャストおよびマル
チキャストサービス（ＭＢＭＳ）動作のための装置であって、
　命令を記憶するように構成されるメモリと、
　前記メモリと通信可能に結合されたプロセッサとを備え、前記プロセッサは、
　　アプリケーションサーバで、ネットワークデバイスによってサポートされるＭＢＭＳ
サービス配信機能を識別することと、
　　前記アプリケーションサーバで、前記アプリケーションサーバに関連するマルチメデ
ィアコンテンツのために、前記ネットワークデバイスによってサポートされる前記ＭＢＭ
Ｓサービス配信機能から少なくとも１つまたは複数のＭＢＭＳサービス配信機能を選択す
ることと、
　　前記アプリケーションサーバとユーザ機器（ＵＥ）との間の通信を確立するために、
前記アプリケーションサーバから、サービスアクティブ化要求を前記ネットワークデバイ
スに送信することと、ここにおいて、前記サービスアクティブ化要求が、前記マルチメデ
ィアコンテンツのための前記選択された少なくとも１つまたは複数のＭＢＭＳサービス配
信機能を含む、
　をするための前記命令を実行するように構成される、
装置。
[Ｃ３１]　前記プロセッサが、
　前記サービスアクティブ化要求に応答して、前記ネットワークデバイスから、割り振る
一時モバイルグループ識別情報（ＴＭＧＩ）応答メッセージを受信するための前記命令を
実行するようにさらに構成され、ここにおいて、前記割り振るＴＭＧＩメッセージは、前
記アプリケーションサーバが前記少なくとも１つまたは複数のＭＢＭＳサービス配信機能
にサブスクライブすることを認証されるかどうかを識別する、
Ｃ３０に記載の装置。
[Ｃ３２]　マルチメディアブロードキャストおよびマルチキャストサービス（ＭＢＭＳ）
のためのユーザ機器（ＵＥ）であって、
　命令を記憶するように構成されるメモリと、
　前記メモリと通信可能に結合されるプロセッサとを備え、前記プロセッサは、
　　ネットワークデバイスを介してアプリケーションサーバとの通信セッションを確立す
ることと、
　　前記ＵＥで、前記アプリケーションサーバによって送信されたマルチメディアコンテ
ンツに関連するユーザサービス記述（ＵＳＤ）を含むサービス告知メッセージを受信する
ことと、ここにおいて、前記ＵＳＤが、前記マルチメディアコンテンツのためにネットワ
ークデバイスによって適用される少なくとも１つまたは複数のＭＢＭＳサービス配信機能
を識別する、
　　前記ＵＳＤに基づいて、少なくとも１つまたは複数のサービス配信機能の使用をＵＥ
メモリに要求することと、ここにおいて、前記少なくとも１つまたは複数のサービス配信
機能は、前記ＵＥが前記マルチメディアコンテンツを復号するのを支援する、
　をするための前記命令を実行するように構成される、
ユーザ機器（ＵＥ）。
[Ｃ３３]　前記ＵＳＤが、アプリケーションレイヤシグナリングを使用して前記ＵＥのア
プリケーションレイヤに与えられ、
　ここにおいて、前記ＵＥメモリから前記少なくとも１つまたは複数のサービス配信機能
を検索することは、前記ＵＥにおける下位レイヤが前記少なくとも１つまたは複数のサー
ビス配信機能を前記アプリケーションレイヤに送ることを、前記アプリケーションレイヤ
に要求させることを備える、
Ｃ３２に記載のＵＥ。
[Ｃ３４]　前記プロセッサが、
　前記ＵＥのアプリケーションレイヤで、前記ＵＳＤに関連するサービス識別情報（ＩＤ
）を受信するための前記命令を実行するようにさらに構成され、ここにおいて、前記アプ
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リケーションレイヤが、下位レイヤに、前記サービスＩＤに関連する前記少なくとも１つ
または複数のサービス配信機能を検索するように要求する、
Ｃ３２に記載のＵＥ。
[Ｃ３５]　前記下位レイヤが、前記ネットワークデバイスから受信された前記ＵＳＤに対
して前記サービスＩＤを相関させることによって、前記サービスＩＤに関連する前記少な
くとも１つまたは複数のサービス配信機能を検索する、Ｃ３４に記載のＵＥ。
[Ｃ３６]　前記少なくとも１つまたは複数のサービス配信機能の使用を前記ＵＥメモリに
要求するための前記命令を実行するように構成される前記プロセッサが、
　前記１つまたは複数のサービス配信機能に関連する少なくとも１つまたは複数のＭＢＭ
Ｓサービス配信構成要素を識別することと、
　前記アプリケーションレイヤのために前記１つまたは複数のサービス配信機能を検索す
るために前記少なくとも１つまたは複数のＭＢＭＳサービス配信構成要素にアクセスする
ことと
をするための前記命令を実行するようにさらに構成される、Ｃ３２に記載のＵＥ。
[Ｃ３７]　ワイヤレス通信システムにおけるマルチメディアブロードキャストおよびマル
チキャストサービス（ＭＢＭＳ）動作のための装置であって、
　ネットワークデバイスで、アプリケーションサーバからサービスのアクティブ化のため
の要求を受信するための手段と、ここにおいて、アクティブ化のための前記要求が、前記
ネットワークデバイスによって提供される少なくとも１つまたは複数のＭＢＭＳサービス
配信機能に対応する、
　前記ネットワークデバイスで、前記アプリケーションサーバが前記少なくとも１つまた
は複数のＭＢＭＳサービス配信機能について認可されると決定するための手段と、ここに
おいて、前記少なくとも１つまたは複数のＭＢＭＳサービス配信機能が、前記ネットワー
クデバイスによってサポートされる前記ＭＢＭＳサービス配信機能のサブセットである、
　前記アプリケーションサーバが認可されるという決定に応答して、一時モバイルグルー
プ識別情報（ＴＭＧＩ）を前記アプリケーションサーバに割り振るための手段と
を備える、装置。
[Ｃ３８]　前記アプリケーションサーバが前記アプリケーションサーバによって要求され
た前記少なくとも１つまたは複数のＭＢＭＳサービス配信機能について認可されると決定
するための前記手段は、
　前記サービスのアクティブ化のための前記要求中のサービス識別情報（ＩＤ）を識別す
るための手段と、
　前記サービスＩＤが、ネットワーク事業者と前記アプリケーションサーバの事業者との
間の合意に基づいて前記アプリケーションサーバに提供する認可されたサービスに対応す
るかどうかを決定するための手段と
を備える、Ｃ３７に記載の装置。
[Ｃ３９]　前記サービスＩＤが、サービスの前記アクティブ化中に含まれるべき、前記ネ
ットワークデバイスによってサポートされる前記ＭＢＭＳサービス配信機能のうちの第１
のＭＢＭＳサービス配信機能と、前記要求から除外されるべき、前記ネットワークデバイ
スによってサポートされる前記ＭＢＭＳサービス配信機能のうちの第２のＭＢＭＳサービ
ス配信機能とを指定する、Ｃ３８に記載の装置。
[Ｃ４０]　前記ネットワークデバイスによって、マルチメディアコンテンツに関連するサ
ービス告知メッセージをユーザ機器（ＵＥ）に送信するための手段をさらに備え、ここに
おいて、前記サービス告知メッセージが、前記サービスのための必要とされるＭＢＭＳサ
ービス配信機能を識別するユーザサービス記述を含む、
Ｃ３７に記載の装置。
[Ｃ４１]　前記ネットワークデバイスで、前記アプリケーションサーバからユーザ機器（
ＵＥ）に送信されるマルチメディアコンテンツのために前記少なくとも１つまたは複数の
ＭＢＭＳサービス配信機能を構成することによって、前記アプリケーションサーバと前記
ＵＥとの間の通信を確立するための手段
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をさらに備える、Ｃ３７に記載の装置。
[Ｃ４２]　前記ネットワークデバイスによって前記アプリケーションサーバと前記ＵＥと
の間の通信を確立するための前記手段が、
　前記アプリケーションサーバと前記ＵＥとの間のＭＢＭＳベアラをアクティブ化するた
めの手段
を備える、Ｃ４１に記載の装置。
[Ｃ４３]　前記少なくとも１つまたは複数のＭＢＭＳサービス配信機能が、
　コンテンツアクセス制御機能、
　ブートストラッピング機能、
　ファイル修復機能、
　報告機能、または
　それらの組合せ
を含む、Ｃ３７に記載の装置。
[Ｃ４４]　前記ネットワークデバイスがブロードキャスト／マルチキャストサービスセン
ター（ＢＭ－ＳＣ）である、Ｃ３７に記載の装置。
[Ｃ４５]　前記アプリケーションサーバがサードパーティ通信システムアプリケーション
サーバである、Ｃ３７に記載の装置。
[Ｃ４６]　前記サードパーティ通信システムアプリケーションサーバがグループ通信サー
ビスアプリケーションサーバ（ＧＣＳ　ＡＳ）である、Ｃ４５に記載の装置。
[Ｃ４７]　前記アプリケーションサーバと前記ネットワークデバイスとが、ＭＢ２インタ
ーフェースを介して通信する、Ｃ３７に記載の装置。
[Ｃ４８]　ワイヤレス通信システムにおけるマルチメディアブロードキャストおよびマル
チキャストサービス（ＭＢＭＳ）動作のための装置であって、
　アプリケーションサーバで、ネットワークデバイスによってサポートされるＭＢＭＳサ
ービス配信機能を識別するための手段と、
　前記アプリケーションサーバで、前記アプリケーションサーバに関連するマルチメディ
アコンテンツのために、前記ネットワークデバイスによってサポートされる前記ＭＢＭＳ
サービス配信機能から少なくとも１つまたは複数のＭＢＭＳサービス配信機能を選択する
ための手段と、
　前記アプリケーションサーバとユーザ機器（ＵＥ）との間の通信を確立するために、前
記アプリケーションサーバから、サービスアクティブ化要求を前記ネットワークデバイス
に送信するための手段と、ここにおいて、前記サービスアクティブ化要求が、前記マルチ
メディアコンテンツのための前記選択された少なくとも１つまたは複数のＭＢＭＳサービ
ス配信機能を含む、
を備える、装置。
[Ｃ４９]　前記サービスアクティブ化要求に応答して、前記ネットワークデバイスから、
割り振る一時モバイルグループ識別情報（ＴＭＧＩ）応答メッセージを受信するための手
段をさらに備え、ここにおいて、前記割り振るＴＭＧＩメッセージは、前記アプリケーシ
ョンサーバが前記少なくとも１つまたは複数のＭＢＭＳサービス配信機能にサブスクライ
ブすることを認証されるかどうかを識別する、
Ｃ４８に記載の装置。
[Ｃ５０]　マルチメディアブロードキャストおよびマルチキャストサービス（ＭＢＭＳ）
のためのユーザ機器（ＵＥ）でのワイヤレス通信のための装置であって、
　ネットワークデバイスを介してアプリケーションサーバとの通信セッションを確立する
ための手段と、
　前記ＵＥで、前記アプリケーションサーバによって送信されたマルチメディアコンテン
ツに関連するユーザサービス記述（ＵＳＤ）を含むサービス告知メッセージを受信するた
めの手段と、ここにおいて、前記ＵＳＤが、前記マルチメディアコンテンツのためにネッ
トワークデバイスによって適用される少なくとも１つまたは複数のＭＢＭＳサービス配信
機能を識別する、
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　前記ＵＳＤに基づいて、少なくとも１つまたは複数のサービス配信機能の使用をＵＥメ
モリに要求するための手段と、ここにおいて、前記少なくとも１つまたは複数のサービス
配信機能は、前記ＵＥが前記マルチメディアコンテンツを復号するのを支援する、
を備える、装置。
[Ｃ５１]　前記ＵＳＤが、アプリケーションレイヤシグナリングを使用して前記ＵＥのア
プリケーションレイヤに与えられ、
　ここにおいて、前記ＵＥメモリから前記少なくとも１つまたは複数のサービス配信機能
を検索するための手段は、前記ＵＥにおける下位レイヤが前記少なくとも１つまたは複数
のサービス配信機能を前記アプリケーションレイヤに送ることを、前記アプリケーション
レイヤに要求させることを備える、
Ｃ５０に記載の装置。
[Ｃ５２]　前記ＵＥのアプリケーションレイヤで、前記ＵＳＤに関連するサービス識別情
報（ＩＤ）を受信するための手段をさらに備え、ここにおいて、前記アプリケーションレ
イヤが、下位レイヤに、前記サービスＩＤに関連する前記少なくとも１つまたは複数のサ
ービス配信機能を検索するように要求する、
Ｃ５０に記載の装置。
[Ｃ５３]　前記下位レイヤが、前記ネットワークデバイスから受信された前記ＵＳＤに対
して前記サービスＩＤを相関させることによって、前記サービスＩＤに関連する前記少な
くとも１つまたは複数のサービス配信機能を検索する、Ｃ５２に記載の装置。
[Ｃ５４]　前記少なくとも１つまたは複数のサービス配信機能の使用を前記ＵＥメモリに
要求するための前記手段が、
　前記１つまたは複数のサービス配信機能に関連する少なくとも１つまたは複数のＭＢＭ
Ｓサービス配信構成要素を識別するための手段と、
　前記アプリケーションレイヤのために前記１つまたは複数のサービス配信機能を検索す
るために前記少なくとも１つまたは複数のＭＢＭＳサービス配信構成要素にアクセスする
ための手段と
を備える、Ｃ５０に記載の装置。
[Ｃ５５]　ワイヤレス通信システムにおけるマルチメディアブロードキャストおよびマル
チキャストサービス（ＭＢＭＳ）動作のためのコードを記憶するコンピュータ可読媒体で
あって、前記コードは、
　ネットワークデバイスで、アプリケーションサーバからサービスのアクティブ化のため
の要求を受信することと、ここにおいて、アクティブ化のための前記要求が、前記ネット
ワークデバイスによって提供される少なくとも１つまたは複数のＭＢＭＳサービス配信機
能に対応する、
　前記ネットワークデバイスで、前記アプリケーションサーバが前記少なくとも１つまた
は複数のＭＢＭＳサービス配信機能について認可されると決定することと、ここにおいて
、前記少なくとも１つまたは複数のＭＢＭＳサービス配信機能が、前記ネットワークデバ
イスによってサポートされる前記ＭＢＭＳサービス配信機能のサブセットである、
　前記アプリケーションサーバが認可されるという決定に応答して、一時モバイルグルー
プ識別情報（ＴＭＧＩ）を前記アプリケーションサーバに割り振ることと
をするために実行可能な命令を備える、コンピュータ可読媒体。
[Ｃ５６]　ワイヤレス通信システムにおけるマルチメディアブロードキャストおよびマル
チキャストサービス（ＭＢＭＳ）動作のためのコードを記憶するコンピュータ可読媒体で
あって、前記コードは、
　アプリケーションサーバで、ネットワークデバイスによってサポートされるＭＢＭＳサ
ービス配信機能を識別することと、
　前記アプリケーションサーバで、前記アプリケーションサーバに関連するマルチメディ
アコンテンツのために、前記ネットワークデバイスによってサポートされる前記ＭＢＭＳ
サービス配信機能から少なくとも１つまたは複数のＭＢＭＳサービス配信機能を選択する
ことと、
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　前記アプリケーションサーバとユーザ機器（ＵＥ）との間の通信を確立するために、前
記アプリケーションサーバから、サービスアクティブ化要求を前記ネットワークデバイス
に送信することと、ここにおいて、前記サービスアクティブ化要求が、前記マルチメディ
アコンテンツのための前記選択された少なくとも１つまたは複数のＭＢＭＳサービス配信
機能を含む、
を行うために実行可能な命令を備える、コンピュータ可読媒体。
[Ｃ５７]　マルチメディアブロードキャストおよびマルチキャストサービス（ＭＢＭＳ）
のためのユーザ機器（ＵＥ）でのワイヤレス通信のためのコードを記憶するコンピュータ
可読媒体であって、前記コードは、
　ネットワークデバイスを介してアプリケーションサーバとの通信セッションを確立する
ことと、
　前記ＵＥで、前記アプリケーションサーバによって送信されたマルチメディアコンテン
ツに関連するユーザサービス記述（ＵＳＤ）を含むサービス告知メッセージを受信するこ
とと、ここにおいて、前記ＵＳＤが、前記マルチメディアコンテンツのためにネットワー
クデバイスによって適用される少なくとも１つまたは複数のＭＢＭＳサービス配信機能を
識別する、
　前記ＵＳＤメッセージに基づいて、少なくとも１つまたは複数のサービス配信機能の使
用をＵＥメモリに要求することと、ここにおいて、前記少なくとも１つまたは複数のサー
ビス配信機能は、前記ＵＥが前記マルチメディアコンテンツを復号するのを支援する、を
するために実行可能な命令を備える、コンピュータ可読媒体。

【図１】 【図２】
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【図４Ａ】 【図４Ｂ】
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【図７】 【図８】
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